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今だから、職人がおもしろい。職人の魅力発信！

すまい職人きらりアップ

フォーラム２００８

～すまい職人の育成・確保の方策を探る～
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開　催　概　要

■プログラム

13:15～13:20 挨拶 小田部　幸夫（青森県県土整備部長）

13:20～14:50 基調講演「伝統構法一筋　～家をつくり・人を育てる～」

◎講師

島崎　英雄

・島崎工務店棟梁

・職藝学院（富山県）建築職藝科オーバーマイスター

・「ザ！鉄腕！DASH!!」の「DASH村」の古民家再

生やTOKIOの大工修行に携わる。
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15:00～16:30 パネルディスカッション

「すまい職人の現状と課題　～すまい職人が輝くために～」

◎コーディネーター

北原　啓司（弘前大学教育学部副学部長）

◎パネリスト

二川目麻実（（有）前田塗装：塗装工）

齋藤　義則（丸喜（株）齋藤組代表取締役社長）

越山　成憲（弘前高等技術専門校訓練第二課長）

◎コメンテーター

島崎　英雄（島崎工務店棟梁・職藝学院建築職藝科オーバーマイスター）

◎司会：鈴木 育子

■日　時／平成20年10月21日（火）13:15～16:30（開場12:45）

■会　場／アウガ5階ＡＶ多機能ホール

●主催／青森県

●後援／国土交通省・青森市・青森県市長会・青森県町村会・青森県商工会議所連合会・青森県商工会

連合会・独立行政法人住宅金融支援機構東北支店・社団法人都市住宅学会東北支部・社団法人

青森県林業協会・社会福祉法人青森県社会福祉協議会・特定非営利活動法人青森県消費者協会

青森県職業能力開発協会・青森県住宅リフォーム推進協議会



主催者あいさつ

基　調　講　演

すまい職人きらりアップ

フォーラム2008



ただいま御紹介いただきました県土整備部長の

小田部でございます。「すまい職人きらりアップ

フォーラム２００８」の開催にあたりまして一言

御挨拶申し上げます。

本日は、お忙しいところお集まりいただきまし

て誠にありがとうございます。また、皆様方には、

常日頃から、県政全般にわたる御支援、御協力を

賜り、心から感謝申し上げます。

さて、近年、県内における住宅着工戸数が減少

し続ける中、既存の住宅ストックにつきましては、

住宅の耐震性の強化、高齢社会に対応したバリア

フリー化、環境負荷の軽減のための省エネルギー

化等、居住ニーズの高度化・多様化に伴う住宅性

能の向上が求められており、住宅リフォーム市場

の活性化が期待されております。

一方、住宅リフォームを促進するためには、悪

徳業者の排除や契約の適正化等、健全な住宅リフ

ォーム市場を整備することが必要とされていま

す。

このような状況を踏まえ、県では、平成18年度

から、県民が安心して住宅リフォームを行える環

境を整備し、併せて、住宅産業の活性化等を図る

ために、「安心すまいアップ促進事業」を実施し、

「青森県住宅リフォーム推進協議会」の設立をは

じめ、住宅リフォームの相談体制や情報提供の充

実等に取り組んできたところです。

今年度からは、「すまい環境きらりアップ事業」

とし、住宅リフォームに関するアドバイザーの派

遣制度の創設、住宅リフォームや新築を担う若手

職人の育成・確保のあり方を「すまい職人きらり

アップ計画」としてとりまとめることなどを実施

することとしております。

住宅リフォームや新築を担う職人については、

高齢化が進んでいることや若年者などの新規就業

者が少ないことなどから減少傾向にあると言われ

ています。

この状況を放置すれば、青森県における住生活

の基盤である在来工法による木造住宅に関わる技

術の継承・向上が行われず、将来、県民の多様

化・高度化する住生活のニーズに対応することが

できなくなることが懸念されます。

本日のフォーラムは、富山県よりお越しいただ

いた島崎工務店棟梁「島崎英雄」様の基調講演と

県内で活躍されている方々による事例紹介や意見

交換により、「職人の魅力について情報発信する

とともに、職人の現状や課題をテーマとし、若者

に魅力ある就業の場となるために何が求められて

いるのか」を考えるために開催いたしました。

本日、お集まりの皆様方も講師の方々と一緒に

若手職人の育成・確保の方策についてお考えいた

だければ非常にありがたいと思っております。

県と致しましては、皆様方と一緒になって、青

森県が「暮らしやすさのトップランナー」となる

よう努めて参りますので、今後とも、より一層の

御支援・御協力をお願い申し上げます。

それでは、「すまい職人きらりアップフォーラ

ム２００８」が実り多いものとなることと皆様方

の御健勝、御活躍をお祈りして、開会の挨拶とい

たします。

主催者あいさつ

青森県県土整備部長　小田部　幸夫
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島崎　英雄 【しまざき　ひでお】

・島崎工務店棟梁

・職藝学院（富山県）建築職藝科（建築コース）オー

バーマイスター

昭和18年富山県八尾町生まれ。昭和34年棟梁坂本国一氏

に弟子入り。昭和48年島崎工務店を設立、現在に至る。

また、平成８年４月に設立された大工と庭師を養成する

富山の専門学校「職藝学院」建築職藝科のオーバーマイ

スターとして伝統構法を伝えている。多くの「民家移築

古材再生復元」に携わり、富山県建築百選入選、日本伝

統工芸富山展入選、第５回工務店の家コンテスト純和風

優秀賞受賞など数々の賞を受賞。国立高岡短大産業工芸

学科土木工芸専攻「公開講座」特別講師、八尾町HOPE計

画推進委員などを歴任。NHK「未来派宣言」出演、日本

テレビ「ザ！鉄腕！DASH！！」の「DASH村」の古民家再

生やTOKIOの大工修行に携わるなど、多方面で活躍中。

木を知り尽くした島崎棟梁による日本古来の家づくり。

100年前の大工の知恵を解体から学び、その伝統構法と自

然素材を用いた家づくり。「この家づくりを後世に残さな

いと、昔の大工さんに申し訳ない」と語る。

今ほど紹介されて、緊張しております。島崎

でございます。職業は大工なので、あまりこう

いう所で喋るのは慣れていないので、私なりに

標準語で喋ります。私なりに。それでわからな

いところがあれば、いつでも手を挙げて聞いて

ください。富山弁が多いので、学生がいつも言

うのは、棟梁は何を言って怒っているのか全然

分からん、と言って、それくらい分かりにくい

そうなので、いつでも手を挙げて、分からない

事は聞いてください。

今ほど紹介された富山県八尾町というところ

で今住んでおります。工務店もやっております

けれど。富山県八尾町というところも、この青

森県とよく似て、民謡がすごく盛んなところで

ございます。越中おわら節とか、こきりこ節と

か麦や節とかいうのがあります。特に私の町内

は、先ほどの越中おわら節でございます。風の

盆ナントカいういろんなドラマも、ちょこちょ

こありますけれども。あんまり明るいイメージ

ではないんですが、そういうことではこの青森

とちょっと似たところがあるのかなと。私は夕

べは弘前に１泊して、早速三味線を聴きに行っ
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基調講演■「伝統工法一筋　～家をつくり・人を育てる～」講師／島崎 英雄氏
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て、一杯飲んで帰ってきました。やっと念願が

叶ったといいますか、１回、秋田までは講演に

来たことがあるんですけれど、青森から声がか

からんなと思っていたところへ、ちょうどあり

がたい話がきました。喜んで来て、早速三味線

を聴きに行ってきました。

そういうことで、自分がやっておるその「伝

統構法一筋」というのも、別に何の意味がある

わけではないのですが、ただ世の中の流れに乗

れなかったというのが、私は１番じゃないかと

思います。色んな建築の業界も、構法、プレカ

ットであるとかプレハブであるとか色んな工業

化された建築がたくさん出てきた。１回はその

道に行こうと、講習を受けたりしたこともある

んです。今から、もう何十年も前の話ですけれ

ど。私が独立した時点で、私の弟２人を自分の

弟子として養成する事になったんです。その時

に弟等が講習を受けに行った時に、「いやぁ、兄

貴、俺はこんな仕事をするのなら大工にはなら

ん」という話になりました。実を言うと私も講

習を受けながら、「これはちょっと違うな」と。

自分のやりたいことと違うなというのがあって、

とりあえず若いのだから、今やっていることを

どこまでやれるかやってみよう、という気持ち

で前を向いて進んでおった。ダメになったら、

又何か、若いんだから何をしてでも食べろよと

いう簡単な気持ちで、やっておるうちにこうい

う所で立ちよって喋るようになったという、こ

れまた不思議な話で。何かを一つやり続けてお

ると、世間が変わって行ってでも、自分が変わ

らなかったら、逆に目立ってきたと。普通、私

が大工になったのは昭和34年です。その時分に

私ぐらいの腕だからと目立つというはずは絶対

無かったのですが、段々、段々そういう人がい

なくなってきた。自分がそれをやり続けておっ

ただけで。

ここに若い人もたくさんおられますけども、

私は大工になりたくて大工になったわけではあ

りません。親が勝手に中学を卒業する時に、は

い、お前はこうこうこういう親方のところにい

って修行せぇと。大工になるんだ、と。へぇ、

そうなんだ、というぐらいで荷物を持ってその

親方の家に住み込みの生活だったんです。四六

時中、親方と一緒なんで、すごく緊張するとい

うか、そういうものだという事をどんどん言わ

れて、聞きながらそこに行ったものだから、大

変な思いをしたこともあります。しかし、15歳

で弟子入りし、いま65歳なんですね。ちょうど

中身いれると50年。あっという間でしたけれど。

今は島崎工務店は弟たちが責任をもってやって

おると。15人位いるんですが、10人位が卒業生

で占めております。それというのも、別に必要

性があってやっているわけでもないんですが、

いや、又勉強したいと、もっとやりたいという

ので、卒業してからまた島崎に来て居すわって、

段々、段々増えていった。そんな事で、私はと

もかく職藝学院で一本槍で集中してやっており

ます。青森からも卒業生が5人位いますし、現在

も1人、1年生でおります。「俺今度、青森で講演

するぞ」と言ったら、「あれ、僕ついていこうか」

と言っていて、「お前、ここで勉強してないとダ

メだ」と言って連れてきておりませんけど。今

年、高校を卒業してきた子です。

そんなことで、学校の学生の流れというか、

沖縄から北海道まで、卒業したのを含めていま

す。おかげさんで全国から来ております。しか

し卒業してから、そういう学校で教えているよ

うなことを、即、皆求めようとするのですが、

中々そういうわけにもいかない。やはりいろん

な修行をして、色んな建築をやって、そこで自

分の道を開いていくとか。これは、やはり基本

である道具を扱う事を2年間みっちりやります。

だからどこかに就職をしてでも、例えばカンナ

で削るとかいうのは、褒められておるというの

は聞いておりますけど。そういう基本的なこと

をしっかり覚えれば、うちの学校に建築、大工

の部と家具コース、それと建具コースがありま

す。それと造園もありますけれども。私はそれ

ら３つのコースの１年生の時、1学期・２学期ぐ

らいを全部まとめて、道具を教える。それから

夏休みが終わったぐらいから、各コースに分か

れてやるという方式をとっております。だから

かなり年配の学生もいます。一年生でやってい

ても、親子以上に年が離れているのもあります。

それでも１年生は１年生と、私は年齢関係なく

厳しくやっております。

何か物を作れる、自分の技術で物を作れると

いうのは、これは非常に、お金には代えれない



ものがある

という。私

は、趣味は

何ですかと言われると、私は大工だけど、家具

を作るのが趣味だとか、建具を作るのが趣味だ

とか言うんです。あとで少しは出ますけれども、

やはりそれは道具を使うから、色んな物を作れ

るんだという、だから道具だけはしっかり使え

るようになれよと。そうすることで、色んな事

ができるというので、１年生からどんどん鍛え

ております。２年生になると、こういうふうな

実物教材といっていて、実際にお客さんに提供

してもらうというか、家を一軒建てる。あんま

り大きいと、ちょっと無理だけど、学生の教材

にしてもらえば、少しは安上がりということも

ありますし、仕上がりはそんなに素人には分か

るほど、私らがついてやるんですから、そんな

に目立つ事はない。というので、今まで色々や

ってきたのを、お客さんに見てもらいながら判

断してもらう。

そういったものを、このスライドでやります

けど。ここのこれを見られると分かると思いま

すが、これもとりあえず教え子といいますか、

３年間ぐらい通いました。毎日じゃないので、

月に何日かという状態で、いわばTOKIOと仲良

くなったんです。と言っても最初はTOKIOって

誰なんか全然分からんかったんですけど。その

年の紅白歌合戦に出たのを観て、初めて有名な

んだなと言って笑っておりました。まさかこう

いう事にまでなってくるとは、夢にも思ってお

りませんでしたが、ここまで来たら、これ以上

よそ見するわけにいかないので、もっとどんど

ん、どんどん伝統構法をすすめて後継者を育て

ていきたいなと。

大学に行って、建築科に行っても、ものすご

い数の学生が卒業するわけですが、建築、実際

に物を作る私の学校ですと、せいぜい多くても

50人くらい卒業するくらいで、それが全国から

来ておったら、本当にどこに行ったか分からな

いくらいの人数です。だから就職率はいいです。

そう思うと、大学の建築科を出て来ておるのも

何人もおります。一級建築士で来ておるのもお

ります。やはり学校では教えてもらえなかった

という、それは木造の、私の今の見方では、勉

強して一級建築士をとればついでに木造もやれ

ると。実際木造なんて、全く携わっていないに

も関わらず、そうなるから、だから私は段々レ

ベルが低下していくんだと思う。工業化されて

しまうのは、それはそれで仕方ないとして。実

際、自分の技術で物を作っていくという、こう

いうのはやはり、別世界ではないかなと思う。

だから、自分で建てるのは全部自分で設計し

ますけど、やはりいろんなところで書いとる人

とぶつかったりしますけれど。やはり木造もそ

れなりに分かって書けるようになるまでは、５

年、10年かかりますよ。そういうことで、育て

ると言う事に、もう65で何年やれるかわかりま

せんが、出来る限りがんばっていきたいと思っ

ております。このあとスライドで、こうしてお

るというのを見てもらうんですが、普通いつも

こうやって、たちよってやる時には、大体職人

か建築家の人達がほとんどなので、若い人もた

くさんおるし、こんな事をしておる、こういう

仕事もあるんだなというのを見ておいてくださ

い。やればおもしろいよ。自分で作るって。そ

ういうことで、これからスライドやります。

先ほど、びっくりしたんですけど、おわらが

はいっておったんで、あれはどこにああゆうの
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TOKIOとDASH村（以下、講演内での映像）

島崎英雄氏
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があったんですかね。ここで先ほど踊っとった

のが、この町内だったんです、多分。こういう

所で、私も長年踊ってきました。これは女性の

踊りですね。これは曳山と言って、300年以上

前から伝統的に残ってきて、町内を曳きまわす

と。これ、本当に建物に考えてみると、２階以

上になるんです。それがものすごくコンパクト

で、相当の人間が上に乗って、300年も曳き回

して歩いた。しかし、壊れない。壊れなくて今

までずっと来ておる。それはまぁ、修理はして

きていますけれど。これが私の建築の原点なん

です。今、金物材で固めるということしか頭に

ないんですが、本当はやっぱり木と木を組み合

わせた固さというのが一番長持ちする秘訣なん

です。200年、300年。私で再生したら、一番古

いのが300年ぐらいの家が、更に再生する。さ

っきのダッシュ村の方は200年経っていました。

今、国のほうで言われているのが、200年住

宅という言葉を言っております。中身は、私は

よく分かりませんけど。この椅子は、同じ事な

んです。今の曳山とおんなじで、この椅子も木

を見て組む。そうすると、この重さが1650グラ

ムなんです。小指で持ち上がる。この座っとる

子が学生で、115キロあるんです。なんか50年

ぐらい前に、外国の建築家が作った、今でも売

れとる、1700グラムか1750グラムの椅子がある

んですよ。それを見たときに、「よし、俺はこれ

より軽いやつを作ってやる」といって、挑戦し

てこれを作ったんです。これも一切クギは使っ

ていないし、ボンドも使っていない。接着した

ら壊れますよ。筋をいれたら壊れる。そういう

のを建築の手法で組むと、こうもっておる。

これが私の教えている学校です。職藝学院で

す。これは一年生。一年生が最初、スタートぐ

らいですかね。今、鑿
のみ

を砥いだり、まず鑿を砥

ぐ練習から始めます。その道具がとりあえず切

れるようになったら、こういう継手とか仕口を

やらせます。もう少し進むんですが、１学期で

どこまでやるかと、それが出来ないと夏休みは

ないぞと。夏休みがない子がたくさんいます。

これは木を繋いだところですね。これは全部

自分で墨つけをして、刻んで、一切私は口で教

えるだけで、墨つけなんかは手伝いません。一

回とりあえず全部、自分で図面を書かせて納得

させて、それから作ります。これは今、家を建

てる時の通し柱があって、その途中にあるとこ

ろが仮に二階だと、二方からさす、三方からさ

すという時のどうやって止めるか、何で止める

かというのをやらせております。だからこうい

うのを今、組み立ててしまって栓を入れて四方

おわらの祭り

軽い椅子

学校（職藝学院）

木を繋ぐ



から入ってくると、例えば今ここに穴の中に栓

の入る穴があるんですよね。これを1回止めて、

両方からさしてくると、その栓が当然見えなく

なる。そうすると検査に来た時に「やぁ棟梁、

これはどうして止まったんだ」と。「えぇー、そ

んな事説明するのかい、説明する時は解体せん

なんぜ」こうなって、こうなっとるんだと、一

応口では説明しますけれど。これ一年生にやら

せてるんですね。だから「こんなこと一年生に

教えていることだよ」「そうかぁ、わしら一年生

以下か」。こういうふうに栓で止めて、先ほどの

下に掘ったところが、先の栓が、あの間へ入っ

ていくという、見たら複雑かもしれんけど、そ

んな難しいもんでもない。こういうふうにして、

家が建つんだよというのを、一人一つ課題で作

らせます。それができる、ある程度できるよう

になったら、今度鉋
かんな

に入ります。鑿が結構切れ

るるようになった時点で、鉋になる。これが夏

休み前ぐらいでクリアさせると。

女の子も結構います。ダッシュ村へ行ってい

た女の子が、私のこの学校の第一期生だったん

ですよ。今は行ってませんけど。これも全部試

験です。厚みとか測る機械があって、幅とか、

広さですよね。そういうのをクリアしないと合

格しない。それでこういう一人ずつ繋いだ材料

をもったいないから、こういうふうに次の課題

に使うと。これは、今ちょうどここをやってお

る最中です、屋根の。これは本当は丸太でやる

んですが、なかなか学生に丸太を一つ与えると

いうのも大変なので、角もので理屈が分かるよ

うに刻ませると。何が難しいかというと、墨つ

けが一番難しい。刻むことより、墨つけのほう

が難しい。例えば、皆さんも初めての人はそう

思われるかも知れませんが、どんな曲がった木

でも、どうしてこんな上手く組めるのかなとい

う基本って、これなんです。縦の垂直と水平だ

けで、全て寸法が出ると。なかなか口で言って

も、理解させるのが大変です。これは最近法令

化されたホールダウン金物というのがあります。

私の建てている家は全部真壁で、中も外も皆ん

な柱が見える、構造材が見えるので、金物なん

か使えないんですよ。しかし法令化されたら使

わにゃ、ダメだろうと、それは分かると。でも

それ以上の強度があればいいんだろうというの

で、これは本当の昔あった構法ですよ。ただ基

礎があるというだけで、この下に柱を下げて土

台をさすと、柱に。そのさした柱を、土台をア

ンカーで、ここへ柱が下がる。これを柱にさす。

それで、アンカーボルトで押さえると。これで

OKなんです、ホールダウン金物を使わなくても。

とりあえず強度実験をしてデータは作って提

出せなならんので、そんなものは一回やったか

ら、それでずっと通りますけれども。それはや

っぱり大壁にしてしまえばなんでも出来るかも

知れんけど、私の場合は全部真壁にして。なん

で真壁にしてあるかというと、200年、300年残

っとる家を見ると、みんなそうなんです。しっ

かり木材が呼吸できる、乾燥、適度な湿気、し

っかり吸うたり、吐いたりしておる間に長持ち

をするというのでやっておるので、必要性とし

ては真壁、ボルトなしという、ただアンカーボ

ルトだけは使っております。今、国交省でこの

伝統構法を残すための努力と、それで実験する

ことになっております。ちょうど私の知り合い

がそれを担当しているので、私にその図面をく

れと。私は私なりに富山に根ざした構造がある

と、雪国で。しかも水分を含んだ重たい雪で。

湿度が高い、雨が多い。そういうところに、地

域性というのが必ずあるんですよね。何で残っ

てきたかいうのを見れば、全部。だから例えば

青森に来て家を見れば、ここの雪はどういう雪

かと。やはり建築を見ると大抵分かります。構

造を全部見せて、その上に板を張ったり、天井

張ったりして、出来るだけ見せるようにしてい

る。地元の杉の木を使う。

この建築を建てたのは、今から2年ほど、3年

ほど前になるのかな。その時点で地元のテレビ

局が、1年間私にずっと取材を続けて、この建物
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が仕上がるまで全部番組を作ったんですよ。そ

の時の題名が200年住宅というタイトルで放送

されたんです。その後から国が200年住宅言う

たんで、俺のほうが早かったと。あとからだと、

ちょっと言いにくかったかなという…。これは

本当に卒業生がほとんどなんです。これは学校

じゃなしに島崎工務店の仕事です。さし抜きで

竹小舞で土壁、ほとんど自然素材でやっていま

す。一応強度的なこともあってこの抜きが昔と

違ってもうすごく大きいです。4寸ある抜きを使

ってあります。こういった造りで、今その実験

棟の平面図でこういう構造の模型を作っていま

す。研究生一人、図面を書かせて、ちょうど４

分の１だから結構でかい、4分の１だと結構強度

も継手とか仕口もはっきりできるんで、なんと

かそういったのも認めてもらえるように努力し

ていきたいと。

これは荒壁1回塗ったということですね。こう

いう家を造る時には工期は絶対言えないんです

よ。仕上がった時が工期と、最初に塗った土壁

が乾かないと、裏の返しの壁が塗れないとか、

それが終わった時点で、例えばそれが梅雨時だ

ったりとかすると、時間が相当かかります。1ヶ

月ぐらいあっという間に、壁乾かしている間に

経ってしまいます。やっぱり仕上がるのは1年ぐ

らいかかりますね。この塗る壁土の、昔は稲の

藁を切って、ある程度土になじませて腐らせて、

柔らかくして使ってきた。今藁がないんですね。

色々考えて実験しながらやってきたのが、この

今入れています籾殻です。土だけだとすごく割

れる、粘着力が強いと割れる。調整しなくちゃ

ダメだという事で、これがちょうど調整するの

に都合のいい大きさといいますか、これはそし

て腐らないんですね。田んぼなんかの排水に埋

めたりする位で、すごく長持ちする素材です。

そういうのは、私も生れは農家なんで、子ども

の時から色々と手伝いをして、どういうもんか

ぐらいは少しは分かっている。それと吸音とい

いますか音を吸収する力もすごくあります。籾

殻だけ一杯部屋に積んだところに行って喋って

も、中々聞こえないくらい声を吸収してしまう。

乾いた後で見ると、このぶつぶつと見えるのが

籾殻ですね。先ほどは下塗りの粗壁です。

次、中塗りの土壁を又ちょっと、同じ籾殻だ

とちょっと荒すぎるので、あれをどうやって細

かくするかというと、炭化させるんです。農協

で売っています。それを買ってきて、土に混ぜ

るとちょうどいい大きさと言いますか、使い易

さと言いますか、これを中塗りに利用する。最

近炭がなんか体にいいとか、すごくもてはやさ

れておる、ちょうどうまい具合に、健康のこと

を思ってやったわけではないんですが、使い勝

手の事で始めた事が、偶然お客さんに喜んでも

らえると。これが、炭化した籾殻の炭です。塗

って乾いた状態なんです。これが又結構いい色

をしておるんで、このまんま部屋の仕上がりに

もしています。それはお客さんが漆喰を塗らず

にこれだけにしておいてくれという注文が、そ

ういうふうに求められるというのは、やはり炭

が体にいいからこうしたいと言われるのかなと。

外部は別にそんな、炭化した炭は使いません。

普通の籾殻はただなんですよ。無料であたるん

ですが、炭化したやつは少しだけ金を出さんな

らん。先ほど言った音を吸収してくれると、断

熱効果もあるというので、床下の断熱材として、

下に1回床捨て張りをして、こういうふうに籾殻

を使っています。そうすると、ほとんど断熱材

も自然素材となる。最近そういう自然素材を求

荒壁 炭化した籾殻の炭（仕上がり）



めるお客さんが増えてきたといいますか、やは

りシックハウスの相談なんですよね。どうして

もそういうのでしてくれと。

皆、色々と質問があるんですが、ねずみが入

るんじゃないですかとか、虫がわくんじゃない

ですかとか、色々言われますけど、もう20年近

くやっておりますけれども、別にどういうこと

もないんです。籾殻で殻なんですが、籾の中の

米を守るために、すごい難しい説明のできない

ような能力をもっておる。だから人間の世界で

は説明できないという話も聞いておるんですけ

れど。それぐらいに言われる籾殻、ただこれは

ある人の話ですけど、これが一番下の土のとこ

ろからはいっとると勘違いする人がおります。

それは多分ダメだろうと。そりゃ水分もあがっ

てくるだろうし、それはちょっとそれをやった

らダメだと思う。やはり下は通気性がよくして

おかないと。

そういう真壁の家を建てておると、その真壁

に入れるサッシがない。しかし何か戸を入れに

ゃならんというので、自分で開発した木製サッ

シなんです。一応気密性とかの実験をして、特

許もパスをして、ただ自分のところで使うだけ

しか作っていません。たとえ作っても売れない

と思います。そういう家を建てておる人なら買

うかもしれんけど。こういう今、建具コースの

女の子が就職して実際に作っております。家具

コースに女の子が３人います、4人います。大工

１人と。こういうふうにおさまれば、本当に木

の家に木のサッシ戸という、しっくりしており

ます。

これは先ほどの家が段々仕上がってきたとこ

ろですね。40坪ほどの家ですけど、2階も入れ

て45くらいあるんでしょうかな。この薪ストー

ブ一つです。家中暖房して、先ほどの吹き抜け

から皆2階もあったかくなるというので。これが

外観です。ここに今たくさんこういう家があり

ます。これは私はこの町内で八匠といって、八

尾の匠という会を10社で作っております。

それで、私らが勝手に言っているんですが八

尾型の住宅と、八尾型の団地を作ろうと。反対

側・旧の町、先ほどのおわらの踊っとったあの

町は川を挟んで東側にある。ここは川を挟んで

西側にもうひとつ町を作ろうという考えでこの

団地を作った。30軒ぐらいですけど、ほとんど

全国から見学に来られます。一応大臣賞もいた

だきました。それと街並み再生の大臣賞という

のももらいました。これは、３階建てですよね。

地元八尾出身で有名な女優さんの家なんです、

これ。東京で建てたんです。これがまた一苦労

したんです。私のやる伝統構法で、本当に東京

の真ん中で建つのかと。本人にはとりあえず挑

戦すると、俺は挑戦してみると、自分の木組み

でしっかり組んで、それから構造計算もしてつ

けて、金物は一切使わないと。それは無理だろ

うよと、みんな、私自身も無理かなと思っとっ

たんですけど、半年かかったんです、色んなや

りとりで。

で、最終的には今までの実績と私の経歴を出

│12│

女の子（家具コース） 外観（仕上がった家）

木組み



│13│

せと。それを出したらそのまま通ったんですよ

ね。だったら早く言ってくれればいいものを。

でも、ここの区役所の指導課の人達は、多分こ

んなのは見れないだろうから、けちつけるてん

でなく、勉強の為に見せてくれと、建てる時に。

建てる間しばらく交替で来て見ておられました。

絶対邪魔せんから是非見せてくれと。何でここ

まで作ったかというと、確認通すのになかなか

図面だけでこの複雑に組んだ木組みというのは

書きづらいんですね。自分で分かるように書い

ても相手に分からなきゃばどうにもならんと。

それがどういうふうに組まれておるからこうだ

と。これを見ると仕口とかいうものが一切ない

んです。だけど木を組むことで、いくらでもク

リアできるよと。色々書いているんですが、こ

れとこれが重なるんだとか、これも私が大体言

って、私の学校の卒業生の女の子が図面化する

んです。その辺は楽です。全部自分がやらんで

も、分かってるから書いてくれる。

ここが何かこういうふうに、落込んだところ

が、もともとの地面に建っておったんですが、

そのまま利用して建てたという。だから上が大

きくて下が小さい。でもここにこういう基礎と

いうか、落ち込みのところにコンクリートがあ

りますので、ここが本当はＧＬなんですね。こ

こが車庫なんですね。これが大黒柱。上大黒が

８寸角で欅、下大黒が１尺角の欅と。その辺か

らスタートして後は杉でやっておりますけど。

こういうのを組めるようになると本当に楽しい

ですよ。それが即見えるから、絶対手抜きが出

来んですし、いかにそのきれいに仕上がるかと

いう。

これ一番困ったのは、全部こういうのに漆を

塗って仕上げたんです。拭き漆で、べんがらと

柿渋と拭き漆。東京に行って漆はぬれないんで

すよ、湿度が足りないんで。仕方ないから全部

富山で塗って仕上げて。普通仕上げの漆は最後

に、終わった時に塗るんですが、先に仕上げる

というのは、組み立てるときにものすごい神経

使うというか、物が大きいから普通の掛矢で叩

いても動かない。普通の鋸でも出来ないという

その大きなものをどうやって組むかと。しかも

全部まわりは仕上がって傷つけられんと、どこ

を叩けばいいのか。これはもう仕上がった状態

なんです。

こういう用意をして東京に運ぶ。東京へもそ

の日に建てる分だけ持っていく。地面が足りな

い、置く場所が無い。これが一番大きい、富山

でいう「わくのうち」という一つの核になる30

畳ほどの大広間があるんです。そこの中心にか

ける、富山では「うしばり」といって、下上

（しもかみ）の大黒柱にかかるやつ。

これはここに天井板が入るんで、ここからこ

こが仕上がって、こっちは仕上がってる。すべ

てこういうこの継手が、こういうのも全部書き

だして、計算するんです。その計算って本当に

あっとるのかよ。私は、全然計算出来んから、

友達で大学の教授しているのにやってもらうん

ですが、その計算てそれでおうとるんのかと。

木組みの図面

大黒柱

仕上がり



俺はこれで十分もつと、俺の計算は。だから自

分が構造を書いて計算してもらっても、いや、

これは強度が足らんからこうしなさいと言われ

た事ないですよ。だから大工さんの勘というの

は、何割かその上をみておるんで。だから、そ

んな計算なんかどうでもいいと思うんですけど。

この人らが指導課の人達です。いちいち説明

して休憩になると、エライのは見学に来るのに

全部自転車なんですよ。自転車で現場まで……。

これあっち向いているけどこれ彼女です。これ

旦那さんです。この人はうちの学校の先生もし

ておる富山出身の設計家で東京で頑張っておる

人です。この人に申請の方を任せたんです。ち

ょうどこれの申請がおりた日に、私が事例報告

発表といいますか、東大のなんとか講堂でやる

日におりたんです。これの写真とかもスライド

で撮っとったんですが、その日におりてこんか

ったら、やめておこうなと思っとったんけど、

その日の午前中に東大に持ってきてくれたんで

す。彼が、さっきの人が。あぁ、これで好きな

事が言えるというので、やれやれ、やっと面目

が保てたなと。そこには日本のおエライ様がい

っぱいおる前でやるんですから……。

ただ、東京にはふさわしくない家です。これ

富山にあってはじめて、なるほどなと思うんで、

東京にあってなんでこんなでっかい材料がいる

んだと、雪降るわけでもないし。そう言いなが

ら、本人は八尾出身なんで、「私、何が何でもこ

ういう家に住みたい」のそれの一点張りで、「ま

ぁ、いかろう」と言って、ただ外壁に関しては、

やはり周りにちゃんとふさわしいように、言わ

れるとおりに外壁はしてあります。大壁です。

これが先ほどの一番大きい梁ですね。これは差

鴨居でね。あれから又確認の申請が厳しくなっ

ているので、今やったらどうなるかわかりませ

ん。ただ、こんなの建てたらダメだというのは、

誰が見たってこの近辺の人みんな、地震になっ

たらこの家に逃げ込もうと、みんなそんな話を

しておられる。素人の人が見ても、「あぁ丈夫い

な」ということがわかるという。

これが大体うちの全員でもないですけど。彼

なんかは大学を出て日本のゼネコンにおって、

10何年監督して、辞めてうちの学校へ入学した

んです。なんと子ども３人、奥さんと全員引っ

越してきて、卒業する時には「棟梁、もうお金

なくなった。僕、行くところないですよ」って

うまく言って、うちに就職したんですよ。みん

なそれぞれ２年間で何を考えて、もぐり込もう

かということばっかり考えておる。これは説明

しなくてもいいですよね。これはこういう国交

省とかナントカで色々金物決めておる人には見

せておる。「あんた、こんなもの見たことなかろ

う」と。この薬、防腐処理してあるこの薬がす

ごいんですよ。この薬、相当強いから金物が負

けるんですね。だから、５年刻みぐらいで調査

して、絶対に賞味期限を言えと。

建てたときには、みんな新しい時には強いん

ですよね。ただ、どうなったらどうなるか。私

らは大工をしておって、色んなものを見ますよ

ね、解体したりして。だから、こういうのが気

になってやったんです。これだって新聞の記事

です。これも自分の自慢ばっかりするかもしれ

ないので、こういう例えばこれ20年経った家を

解体して建て替えると。建て替えるのに、解体

するとどうなっとるかいうのは、こういう結露

して、これ全部大壁なんですね。結露して下が

っていったり、水分含んでまず下の木からダメ

になっていくと。こういうときに、どんな立派
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一番大きい梁 うちの全員
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な金物があろうと、豆腐にかすがいだと。こう

いうことも絶対にありえんことじゃない、ある

ことを写しておるんで、大工さんとこういう話

をすると、そんなみんな分かっておると、いつ

も見ておって分かっておると言いながら、やっ

ぱりなかなかその表面に出て口で言おうとしな

いというのも、ちょっとまずいような気がする

んですよね。

これ、うちの学校ですけど、サイディングの

防水がはげてくると、こうなって、この水分と

いうのがほとんど抜けないんです。だから、こ

れだと木もすぐ腐っていくよ、と。だから防水

系統はしっかりやるべきだと思うんです。５年

に１回ぐらいはやったらいいんじゃない？とは

言っていますけど。ここで、うちの町内の公民

館という所だったんですが、ある補助をいただ

いたことによって、コミュニティセンターと名

前を替えなきゃならんといって新築をした。こ

の新築をするにあたって、町内の私がこの建設

委員長です。それはやっぱり金のことが心配に

なるし、町内で話をして「頼むから、俺が責任

取るから、学生の教材にしてくれ」ということ

で、学校で建てる事にしたんです。このホール

は、そんなに大きくないんです。バトミントン

コートがやっととれるくらいのスペースですが、

その梁をどうするかと。合掌にすればいいんで

すが、その屋根の形状からいって合掌にはなら

ないんで、考えて学校でやらせるというのは、

全く最初からクギは使わない、ボルトは使わな

いというのが原則なんで、「よし、そんなら何か

を考えよう」と、自分で一晩かかって考えて、

書いた結果こういうのを造ったんです。これは

多分、世界にはないと思います。

これはかんざしというんですが、このかんざ

し自身はありますよね。昔、あったんです。ボ

ルトのない時期にこういう、先ほどの曳山なん

かもこういうのを使ってあります。それを利用

して梁を造った。両方丸太は、富山新港といっ

て港にそういう外国から木材が入ってくる。そ

こまで行って、ちょっと梁上げを欲しいという

ので、丸太のまがりもいいやつをわざわざ選び

に見に行ってきて、持ってきて２面だけは製材

で、あとこの上下は、学生にまさかりではつら

せて、というのは少しアールをつけたやつで梁

上げをつけたいというので、墨をうっておく。

はつらせる。これをやっとる時に40人くらい、

定員が40人ですが学生が40人ぐらい２年生がお

って、40人に１本ずつ、例えば1日に1本ずつ、

時間がかかってでもできたとしたら、40本でき

るんですよ。

そういうことを思うと、結構ね、スピードは

あります。やはり人数で勝負という、先ほど荷

重実験しておったんですよ。荷重実験をして強

度を出してさらに構造計算もしてこれを使える

ようにしたんです。大工さん、職人の人は色々

わかると思う。上下全部、これを先ほど切り換

えたこれですが、これ前ありになっとるんです

ね、扇状に。だからスッと入れたら、それでと

りあえずは持っておると。更にこのせいごを入

木もすぐ腐る はつり作業

人数で勝負



れて両方からかんざしで開かんようにする。こ

れ雪国でないところだったらものすごく品のい

い、優しい、面白い建築ができると思うんです

けど。富山はそうもいかないので結構ごつい建

物に。

この仕事をしている作業場自身、全部学生が

造るんですよ。地元の学校が解体されるという

時には、必ず県の方から連絡が来て材料をもら

う。そのもらった材料で、こういう作業場5つぐ

らい建てております。この辺で大体こういう構

造かと分かってもらえるかと、これがなくても

ここだけでとりあえず1回抜けないようになって

いる、さらにこれで締める。これははしご型梁

という名前をつけてヘーリン・・ていうんだっ

たかなんか、そういう名前をつけておきました。

いよいよ現地に組み立てが始まります。この時

の2年生は夏休みは一切なかったんです。全部実

習させた。でも誰も文句を言わなかった。これ

が学科だったら文句言うんですね。

それで先ほどのうちの町内も同じですけど、

おわらの踊りがあり、それにふさわしい街並み

を造っております。ですから（コミュニティセ

ンターの）正面はそういう造り、街並みに合わ

せて造って、ここが2階の和室がステージになる

んですよ、そのおわらを踊る。そうすることで、

少々雨が降ってでも見る人が我慢さえしてくれ

れば、ここで踊りが見れると。この木組みも全

部見せております。

すごくおわらに似合うように、これも自分が

長い間、踊っとったから、何をどうすればいい

かいう事は全部頭にあったから、全部自分で考

えて、伝統構法の良さを学生に分からせるため

にも造るということは、造ってみて実際に仕事

をしておる時は、何をしておるか分からない。

ただ組み立てていく事によって「はぁーこうだ

ったんだ」というのが、みんな納得して。この

辺のところは、1年生です。１年生も手伝わして、

これはここへ籾殻を入れるんですね。こういう

事も学生の数が多いからこういう事が出来るん

で、なかなか職人何人かでやるいうたら、こん

な事までしておったら大変です。これは完成し

たあとで、こういう、これは全部格子戸を両方

に開けてしまう。たくさん通っても見えると。

これはその中のホールから見とる映像です。

中のホールからも２階で踊っとるのが見れるよ

うになっている。この辺は島崎の職人が手伝っ

て全部やりましたけど。そういう事を学校で今

一生懸命教えております。是非こういう手仕事

というのを残すために若い人に努力して欲しい

なと。やはりつくるというのは、ものすごい楽

しいものだと、それが先ほどの椅子をつくろう

が、テーブルをつくろうが、何でもできるとい

うのは非常に楽しい。何か質問があれば、時間

は大丈夫ですか？

◆参加者からの質疑と応答

司会 どなたかご質問等ございませんか。手を

お挙げいただけますか。よろしくお願い致しま

す。

質問者１ 木材の乾燥というのはどういうふう

になっているんですか。

島崎 いやぁ、もう全然自然乾燥です。

質問者１ 伐採してから何年とか、乾燥すると

ころはないんですか。

島崎 ないです。

質問者１ じゃ、あとで割れは入る形になるん

ですか。

島崎 背割れはします、丸太でも。
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おわらの踊り コミュニティセンター



│17│

質問者１ 防虫剤とかは、まるっきり使ってい

ない工法なんですか。

島崎 言うていいかどうかしらんけど、私、嫌

いなんですよ。機械乾燥するということを。絶

対あれね、いつか新しい時は強度ありますよ。

繊維を守る油がほとんどなくなるんですよ、ア

レ。自然界でまた水分を吸わんわけにいかない

んですよ。そうなった時に実験は誰もしないん

ですよね。なんでそれをいうかというと、古い

民家を解体した時に、本当に周りの白太のほう

が朽ち果てて、木の形はないにしてでも中の油

のあるところはものすごい力が残っておる。マ

ッチ１本ででもその油に火がつくくらい、もの

によっては。だからいかにその材料の必要な油

というのを、繊維を守るための油をとるという

のは、私は納得できない。

質問者１ そうしたら、さっきの木製の建具あ

るでしょう？木製のサッシね。あれだと何年か

すると狂隙間はでませんか。

島崎 もうね、しっかりと戸しゃくりしたり、

きっちりはいるように、枠付きで外側につけて

いるんですよ。レールはアルミを使っている、

鴨居と。それはアルミメーカーと相談して、こ

れを使わせてくれというので許可をもらって用

意してもらっている。だからほとんどサッシと

同じです。

質問者１ 私たちが考えるには生の木を使えば、

必ず隙間が出てくるんですよね。

島崎 建具材はある程度乾燥したもので、建具

材としてとっていますので。

質問者１　建具だけでなくて、柱を使って真壁

にしているから隙間は出てくると思うんですが。

島崎 ほとんど散りじゃくりして塗りこんでし

まうんで。

質問者１　ありがとうございました。

島崎 皆さん、やっぱり本当にそれは大丈夫な

んかと言われるけど、それは現場で技がいっぱ

いあるんですよ。例えば水切りにしてでも。そ

れはやっぱり現物を見て、もしやりたいと思わ

れる時は、あぁなるほどなと思うまで、実物を

見られたほうが納得できると思います。

司会 よろしいでしょうか。あとはございませ

んか。はい、女性の方ですね。

質問者２ 大工さんで伝統構法などの後継者を

残すのも大変だと思うんですが、のこぎりや鑿

や鉋などの道具を作る方という後継者は富山に

はいらっしゃるんですか。

島崎 いやぁ、今はいないですね。

質問者２ では、道具の方はどうしてますか。

島崎 今じゃ手打ちの道具なんてのはないです

よ。ほとんどが機械化されたとこでオートメー

ション的に作られておるというか、だから当た

り外れも仕方ないし、でも道具の事はまだ大丈

夫ですよ。使いこなす方がおらんようになって

きたんで。今まで使っておった職人もとにかく

今の工業化されたのに手を出すと、面倒くさく

てもう１回元に戻りたくないらしいですよ。だ

からそれじゃアカンでないのじゃないかなと思

う。やはり緊張感と苦しみながら造って出来た

時の楽しみ、マラソンと同じですよ。何でこん

な苦しい目に会わんならんのかと、でも完成し

たときに、あぁやってよかったなと。そんなも

んなんですよ。だから逆にやりがいもあるとい

う。
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質問者２ ありがとうございます。

質問者３　土壁にすさの代わりに籾殻を入れま

したけど、籾殻の方が強度がいいということで

すか。

島崎 強度ではなしに、粘着力の調整というか、

粘土だけだと強すぎて、その土、その土の性質

ありますよ。でも昔は砂を入れたりとか、藁す

さというのはつなぎですからね、調整ではない

んですが、籾殻は両方を兼ねて出来るんで、小

さい事は小さいですけども。

質問者３ 籾殻だけでいいんですか。

島崎 籾殻とここに出とらんかったんですが、

もう一つ使っているものがあるんですよ、つな

ぎになるのを。

質問者３　秘密のもの？

島崎　（笑）えーとですね。シュレッターの紙

ありますよね。いらん紙、サーとやる。あれが

結構強度があるんです。濡れとる、乾いたら強

度が出てくる。それをある時期に「これなんか

使えんかなぁ」と思うた時に、「よし、これ藁の

変わりに使ってみようかな」というので、ただ、

ここには見せんかったけど。

質問者３　秘密を公開してくれてありがとうご

ざいます。

島崎　（笑）八戸工業から一人、一年生来とる。

あの学校から二人ぐらい来てるかな。その高校

の子、誰か、おる？来とったら、年が一つ違う

だけだから知っとるかなと思って。

司会者 皆様、他にご質問ございませんでしょ

うか。

島崎　あの、しゃべっていることが分かりまし

た？それが一番心配で……。

司会 では、これで質問の方は締め切らせてい

ただきます。では皆様、島崎様にどうぞ大きな

拍手をお願い致します。島崎様には大変貴重な

ご講演をいただきました。ありがとうございま

した。



パネルディスカッション
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テーマ／すまい職人の現状と課題

～すまい職人が輝くために～

コーディネーター

パネリスト

北原　啓司氏

【きたはら　けいじ】

二川目　麻実氏

【ふたかわめ　まみ】

齋藤　義則氏

【さいとう　よしのり】

越山　成憲氏

【こしやま　しげのり】

（有限会社前田塗装：塗装工）

昭和61年百石町生まれ。平成16年有限会社前田塗装に入社、同年より２年間、三沢

職業能力開発校建築塗装科にて職業訓練を受ける。２級建築塗装技能士。平成19年

９月に全国建築塗装技能競技大会特別賞受賞。子供のころ、建築現場を見て面白そ

うと感じたのがきっかけで塗装工となる。「現場では女性も男性もない。お客様に喜

んでもらえる仕事がしたい」と語る。

（弘前大学教育学部副学部長）

昭和31年伊勢市生まれ。弘前大学教育学部副学部長・大学院地域社会研究科教授。

専門は都市計画、コミュニティデザイン。東北大学大学院工学研究科博士課程中退

後、昭和60年から東北大学工学部建築学科助手、平成６年より弘前大学教育学部助

教授、平成15年同教授。著書に、まちづくりの科学（編著、鹿島出版会）、まちづ

くり教科書第６巻「まちづくり学習」（編著、丸善）等がある。１級建築士、博士

（工学）。青森県住宅政策検討委員会委員長、すまい職人きらりアップ委員会委員長

などを務める。

（丸喜（株）齋藤組代表取締役社長）

昭和22年青森市生まれ。中央工学校卒、松浦弾デザイン研究所、大成建設設計部を

経て丸喜（株）齋藤組に入社、現在に至る。青森市国際交流ハウス、国際芸術セン

ター四季のアーケードの新築や三内丸山遺跡住居復元などに携わる。１級建築士。

地元のヒバと職人芸を生かした、健康的で美しく使いやすい住まいづくりをモット

ーとしている。

（弘前高等技術専門校訓練第二課長）

昭和26年岩崎村生まれ。弘前職業訓練所建築大工科終了後、工務店で建築大工、現

場監督等をしながら、弘前工業高等学校、中央工学校で建築を学ぶ。昭和53年木造

技術専門校の職業訓練指導員となり、以後、職業能力開発課、青森、弘前、むつ、

木造の高等技術専門校で職業訓練業務に携わり、数多くの建築大工を育成してきた。

１級建築大工技能士、２級建築士。（社）青森県建築士会中弘支部理事、すまい職人

きらいアップ委員会委員などを務める。

コメンテーター

島崎　英雄氏

【しまざき　ひでお】

（島崎工務店棟梁・職藝学院建築職藝科（建築コース）オーバーマイスター）

昭和18年富山県八尾町生まれ。昭和34年棟梁坂本国一氏に弟子入り。昭和48年島崎

工務店を設立、現在に至る。また、平成８年４月に設立された大工と庭師を養成す

る富山の専門学校「職藝学院」建築職藝科のオーバーマイスターとして伝統構法を

伝えている。多くの「民家移築古材再生復元」に携わり、富山県建築百選入選、日

本伝統工芸富山展入選、第５回工務店の家コンテスト純和風優秀賞受賞など数々の

賞を受賞。国立高岡短大産業工芸学科土木工芸専攻「公開講座」特別講師、八尾町

HOPE計画推進委員などを歴任。NHK「未来派宣言」出演、日本テレビ「ザ！鉄腕！

DASH！！」の「DASH村」の古民家再生やTOKIOの大工修行に携わるなど、多方面

で活躍中。
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司会　お待たせ致しました。それではお時間に

なりましたので、パネルディスカッションを始め

させていただきます。「すまい職人の現状と課題」

～すまい職人が輝くために～をテーマにお話をい

ただきます。それではご参加の皆様をご紹介申し

上げます。コーディネーターは弘前大学教育学部

副学部長でいらっしゃいます北原啓司様にお務め

いただきます。よろしくお願い致します。コメン

テーターは先ほど基調講演をお務めいただきまし

た島崎工務店棟梁・島崎英雄様にお務めいただき

ます。よろしくお願い致します。それではパネリ

ストの皆様をご紹介申し上げます。有限会社前田

塗装・塗装工二川目麻美様でございます。丸喜株

式会社齋藤組齋藤義則様でございます。齋藤様で

ございますが、９月１日から代表取締役社長にな

っております。よろしくお願い致します。続きま

して越山成憲様でございます。弘前高等技術専門

校訓練第二課長でいらっしゃいます。よろしくお

願い致します。それではこの後は北原コーディネ

ーターお願い致します。

北原　それではここから一時間半ほどになりま

すけど、パネルディスカッションを進めさせてい

ただきたいと思います。この討論のタイトルは

「すまい職人の現状と課題」“すまい職人が輝くた

めに”という副題がついています。今日のタイト

ルはすまい職人きらりアップフォーラムという形

でして、実は青森県ではこのすまいに関わる職人

の方々が、きらきらするような、そういうふうな

形で安心なすまいを作っていこうという動きをし

ているわけですけれども、その中ですまいに関わ

る職人の皆さんが、現実的にはどういう状況にあ

るのか、あるいはきらりアップといっているけれ

ども、どういうふうな部分をきらりアップしてい

くべきなのか。

こんな話を実際にその先頭でがんばっている

方々、今日はパネリストの方を見ていただくと、

お１人は実際に若くしてこういった立場に飛び込

んできて、いま頑張っていらっしゃる女性の方と、

もう１人の齋藤さんの場合は会社を経営しなが

ら、そういった職人といった方々と一緒に仕事を

つくるそれを経営していらっしゃる立場の方、最

後の越山さんは弘前のほうで職業訓練の学びの場

所で、実際に育てる役目をしていらっしゃる方と

三者三様の立場で、それぞれの今「すまい職人の

現状と課題」についてお話いただきます。

そして先ほど貴重なお話をいただきました島崎

さんには、島崎さん自身も島崎工務店の棟梁であ
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り、なお且つ

先ほどの肩書

きの話にもあ

りましたよう

に富山県でや

っていらっし

ゃる職藝学院

という育てる

役目の所にも

いらっしゃ

る。そういう

形で、今どう

いうふうにして若い人達に学んでもらいながら一

つのものをつくる、住宅をつくっていく、すまい

をつくっていくというこの技術や形、生業を次の

時代にどうつなげていくかということについて、

いくつかコメントをいただきたいと思っていまし

た。

では早速、今日のパネルディスカッションに入

っていきます。最初は三人のパネリストの方々に

それぞれお話をいただき、そのあと少しそれをお

聞きになった上で、島崎さんからコメントをいた

だきながら、少し意見交換なんかをしていきたい

と思っております。では最初は二川目さんからい

きたいと思います。肩書きのほうにもあると思い

ますが、二川目さんは今、三沢のほうで塗装のお

仕事をやっていらっしゃいます。実はここにもあ

りますように平成19年９月に全国建築塗装技能競

技大会で特別賞を受賞されております。県内女性

初の建築塗装技能士の２級も取得されているとい

うことで、若手の職人の立場から、実際に、えっ、

何故そういうふうな仕事をしようと思ったんだろ

うか、とか今日は若い方もいらっしゃいますが、

どういうことで、こういう仕事を今頑張っていら

っしゃるのか、将来どんな事を考えているのかみ

たいなことをいくつか二川目さんにお話いただく

ように、こちらから宿題を出しましたので、それ

について少しずつ答えていただくような形で、ま

ず最初のプレゼンを行っていただきたいと思いま

す。では、二川目さんよろしくお願いします。

二川目　私が入ったわけは、最初からなりたく

て入ったというわけでも本当はなくて、小学校、

中学校あたりから、親から手には職をつけなさい、

手に職をつけなさいとすごくうるさく言われて育

ちました。そして県立百石高校に入り商業科を卒

業したんですけれども、授業を通して私にはちょ

っと合わない仕事かもしれない。就職どうしよう

と思って、求人票を見たんですね。そして父親も

そうだし親戚が建設関係に携わっている方が多か

ったので、そしてたまたま求人票に今の入ってい

る会社があったので、ここで頑張ってみようかな

と思って、親に相談しました。そうしたら、「３

年間は辛くても頑張りなさい」と言われたので、

それを覚悟して入社しました。

北原　今のお話ですと、入られてとにかく「手

には職をつけなさい」と「３年間は頑張れ」と言

われて入ったわけですけど、入ったからといって

そう簡単に特別賞はもらえないと思いますがね。

そのあとの色々入った、どういうお仕事をするか

も含めて、全く皆目見当もつかないで入られた分

もあると思うんですけど、その後からのお話を少

し、お話いただけますか。

二川目　高校を卒業するまでは、ペンキ屋って、

壁とか普通に塗るんだなって簡単にしか考えてい

なかったんですけれども、実際入って色んな資格

が取れる事も知ったし、色んな人との関係も築い

ていけたり、仕事でも楽な事ではないけれども、

今、目の前にあることを少しずつやりなさいと言

われて、みんなの応援もたくさんもらってフォロ

ーもしてもらいながら、つらい事もたくさんあっ

たけれども、ここまで来れました。

北原　さっきのお話ですと、普通高校で商業の

コースにいらっしゃったということで、高校の時

には全く今のお仕事に関係ある技術とか、知識み

たいな事は学んでいらっしゃらないわけですか

ら、入ってから色々と助けてくださるような環境

に入ったとはいえ、その技術というかゼロからの

スタートですよね。やっぱりさっき島崎さんも職

北原啓司氏
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藝学院というそういう学びの場所を今持っていら

っしゃいますけど、こういうのってどこで学んだ

んですか、その技術というのは。職場だけなんで

すか？

二川目　そうですね。仕事をしてその２年間、

見習い期間に能力開発訓練校に入りまして、そこ

で講師の方から技術も教えてもらって、あとは学

科も教えてもらいました。

北原　それは働き、見習いをしながら、通える

環境なんですか？

二川目　はい、そうです。週に何回か２年間通

いまして、実技と学科を習いました。

北原　今日は多分こういう島崎さんのお話を聴

こうと思って、そういう今青森県の中でそういう

ことが学べる環境があることを知らない方もいら

っしゃると思うので、ちょっと事実確認にお話を

聞きたいんですけど。今、二川目さんが通ってい

らしたその職業能力開発校かな、これは三沢にあ

ったということなんですけども、これは青森県内

にいくつかそういう形で存在している機関なんで

すよね。

二川目　はい、そうです。

北原　それは夜いくんですか、昼間いくんです

か？

二川目　朝８時半、９時からスタートしまして、

４時、５時に終了です。その間は仕事は休むとい

うか……。

北原　職業のついた会社の方で、行っておいで

という形で出させていただいた。

二川目　はい、そうです。

北原　あぁ、そうですか。それは２年間で？

二川目　はい、そうです。

北原　それを卒業されてからは、とにかく一本、

今お勤めの前田塗装の方で、あとは現場の方でど

んどん学んでいくと。

二川目　はい、そうです。

北原　そうですね、じゃ少しそうやって学んだ

後に、今さっきお話しで紹介しましたように、全

国的な賞もいただいているわけですけれども、と

は言え、それ

までの間に

色々とうまく

いったことも

あるでしょう

し、様々な失

敗も繰り広げ

ていらっしゃ

ると思います

けれども、何

か少しそうい

う形で今、頭

に残っていることとかありますか。

二川目　うーん、辛かった事や失敗した事に対

しては先輩たちのフォローもあったり、アドバイ

スももらったりもして、その全国競技大会の中に

は塗装以外の仕事もちょっと入ったんですね。左

官の作業もあったんですよ。そのために知り合い

の左官屋さんにお願いしまして、仕事の終わった

後に自分の家で左官をちょっと習ったりもしてや

りましたね。

北原　今日はその職場の先輩たちも見に来てら

っしゃるんですか。

二川目　はい、今日は社長と後輩が……。

北原　そういうことかなと思って聞いてみまし

たけど。えーと、ちょっと違う話を聞きますけど。

多分高校生で、学校に通ってる頃に、今、塗装と

か左官とかってそういう職種がある事すら、あま

り意識の中になかったでしょう？

二川目　なかったです。

北原　実際に入られてそういう職業を自分で目

の当たりにして、そして今度は自分がその方々と

おつき合いしながら、仕事をしていくという中で、

簡単に職人という言い方しますけれど、色々な職

種があると思うんですけれども、こういう職種に

対して実際に今現場に入って、どういう仕事だみ

たいな、自分で今どういうふうにとらえていらっ

しゃいますか？そういう魅力といいますか。ある

いは昔こう、見てみるとこんなに違うんだみたい

二川目麻実氏
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なことで、見てきて驚いた事とか、何かあります

か。

二川目　職人とはまだ見習工の時には遠い存在

だったんですね。先輩達を見ていて、こういうふ

うになれるのかなと、すごい不安な時もあって、

すごい足を引っ張った時もありました。その時に

ちょっと「辞めようかな」とくじけそうな時もあ

りました。でもお父さんと話したときに「３年間

は絶対辛くてもやりとおせ」と。で、３年経って

から、やっぱり考え方が変わりましたね。

北原　それはどんなふうに変わりました？

二川目　ひとつの現場を最初から終りまでやっ

た時、お客さんに喜んでもらえたりとか、そこで

携わっていた電気屋さんとか大工さんとか、そう

いう人とも会えたりするのも一つの楽しみにもな

りました。

北原　仕事で関わっている人とですか。

二川目　はい、そうです。

北原　最初はそんなに楽しみなんて思う余裕は

なかったですか。

二川目　ないです。

北原　会うのが嫌だったという感じがあります

よね、きっとね。将来的な展望としてね、今、こ

れからこんなの覚えたいとか、あるいはこんなふ

うな仕事をしていけたらなあとかいう、あなた自

身が考えていらっしゃる夢というか……

二川目　夢。私は県内から出たことがないって

言ったんですけども、これから県外にもちょっと

足を伸ばして、どういう事が今、最先端なのか、

そういうのも勉強してそれをまた地元に持って帰

って、それでみんなとものづくり最先端のいいも

のも作っていきたいなと思っています。

北原　もっといろんな事を外から吸収してきて

……。今日はこの場というのは、目の前に若い二

川目さんよりも下の世代の方もいらっしゃるし、

もう一つは県のこういう関係の、建築とかに関わ

るような様々な職能に関係する方々とか、あるい

は行政の方々とかいらっしゃるので、この業界と

いうか、業者の方とかね、若い人間としてこの仕

事に入って来て、これからこの場でとにかく頑張

ろうと思うときに、もうちょっとこういうところ

がいいと、自分も働き易いし、もっとみんなも一

緒にやろうと言えるんだけどみたいな、この場だ

けで言っても何も怒られませんから、何か日頃困

っているなと思っていることとか、もしあったら

お話聞きたいんですけど、どうでしょうね。

二川目　うーん、私たちと同じ世代で、こうい

う建築とか、ちょっと関係なく全部仕事について

いる人なんですけど、私の後輩で、又違う業種な

んですけども、仕事に対しての意欲があんまり向

上心がない感じがあったりもするんですね。それ

で、どうして仕事が給料もらえればいいというふ

うになるかという話をしたときに、やっぱり達成

感もないし、会社の社内環境もよくない。先輩も

冷たいとか、そういうのもたまにあったりもする

ということがあるんですよ。その時に先輩が、ど

れくらい年下の後輩をフォローできるか、悩みを

聞いてあげるかとか、そういうフォローとか悩み

を聞いてアドバイスしてあげるのも一つの長続き

させることで、ちゃんとした職人に育てるものな

んじゃないかなと思いました。

北原　そういうコミュニケーションをうまく…

…　そういう意味では二川目さんはいい環境に入

ったと……。

二川目　出来るだけそれなりに聞いてあげたい

と。

北原　二川目さん自身は、それを聞いてもらえ

るような先輩が今職場にいるということですね。

二川目　はい、います。

北原　なるほどね。若い人達、例えば今そうい

う職業を少し関わりたいなと思って、高校を出て

から、今日も来ていらっしゃいますけれど。そう

いう職業訓練に関わるような学校にいっていらっ

しゃる方なんかに、もし後輩たちにメッセージが

あるとすると、どうでしょう？

二川目　一番最初は、やっぱり訓練校に入って

いるという事は見習い、一人前ではないじゃない

ですか。その前にそういうふうに辞めるとか、嫌



│25│

だ、辛いとか、そういう前に先輩たちに相談して、

あとは耐えるというか、どうしたら続けていける

か、どうしたらちゃんと職人に近づけるか、そう

いうのをすごく熱く自分で悩んで欲しいと思いま

す。考えて欲しい。

北原　熱く自分で悩んで欲しいと、そうですね。

分かりました。島崎さん、今お話を聞いていまし

たけれど、彼女なんかの話を聞いて、すごく分か

り易い事だと思うんですけど、実際にどうですか、

少し……。

島崎 その手に職をつけなさい、と言ったのはお

父さんなのか、お母さんなのか。

二川目　両方です。

島崎 両方なの、えらいね。私の時代もそうだっ

たの。手に職をつければ一生食いっぱぐれはない

ぞと、何とか食べていけるというので、私もその

道にいれられたというか。確かにそれは、お金と

か財産とかは時にして、なんかでなくなるという

こともあるけども、身につけた技術というのは、

絶対金で売れるものでもないし、人に取られる心

配も全くない。努力すればするだけ自分の技術も

あがって、しかもその仕事が楽しくなっていくと、

それの繰り返しで、勉強は一生勉強だけども、非

常にいい選択ではなかったかなと思うね。今は男

女関係なしに、色んな職人が育ってきておるんで、

非常に私もそういうのを久しぶりに聞いて、勇気

づけられたというか、がんばって下さい。

二川目　ありがとうございました。

北原　ありがとうございました。では二川目さ

んの一回戦はこれで無事終了という事で、少し待

機していただきたいと思います。ありがとうござ

います。えー、ちょっと変則的に二川目さんとは

僕とこうやってインタビューする形でやりました

けど、ここからはパネルディスカッションぽく、

今度は僕は口を挟みませんので、思う存分しゃべ

っていただくという事で、次は齋藤さんにお願い

したいと思います。齋藤さんは今日の立場からい

うと、多くの大工さんを含め職人さんをかかえて

育成している建設会社の経営者として、経営者の

立場から今の

この業界の中

での職人さん

たちがやって

いける環境、

あるいはこの

業界自体がそ

の人達を伸ば

していった

り、高めてい

ったりするこ

とができる環

境にあるのかみたいな事を含めて、今、ここにい

らっしゃる職人を目指している方々へのメッセー

ジも含めて、少しお話をいただきたいと思います。

では、よろしくお願いします。

齋藤　齋藤です。建築という仕事は、鳶とか土

工さん、大工さん、左官屋さん、建具屋さん、板

金屋さん、塗装屋さん、その他色んな職種の技術

の集団で、１軒の建築が出来上がるわけですよね。

当然、その前段階には設計したり、調査したり、

みんな職人なんです。その職人が一人一人、自分

の技術というか長年勉強してきたり研究したり、

それがやっぱりこれでいいという判断の上で建っ

たのが一つの成果になるのではないかと。それぞ

れ、最近こう思うんですが、プレハブとか色んな

のが、すぐ３日、４日、1週間という段階で出来

ちゃうということがあります。そういうことがあ

りますと、これ技術なのか、職人でなくて工場で

作ったものを組み立てるのも技術には違いない

し、職人の世界ではないんじゃないかなというと

ころが、最近特に思っております。色んな関東、

関西の方からどんどん、どんどん安い住宅と言え

ば失礼ですけれども、ナントカホーム、ナントカ

ホームと入って来て、職人の世界が何となく脅か

されてると、これはひいては職人が育たない環境

にあるのじゃないかなと感じます。

先ほど島崎さんも無垢の柱、乾燥あまりしなく

ても大丈夫だよと、心強いお言葉を聴いたんです

齋藤義則氏
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が、実際、お客さんを目の前にしますと、集成材

でないともうだめだよと、お客さん。それから今

の行政の方でもそうなんですが、やはり集成材で

ないと許可が取れないとか、割れれば法律問題に

もなりかねないと、色んな問題がございます。こ

の職人を取り巻く世界というんですか、片一方で

は大丈夫なように行政の方に働きかけてやっても

らえれば助かるんですが、そういう意味でも私共

建築を取り巻く環境は、段々シビアな狭い状態に

おいていかれる。

しかし、そこで何か光明があるのは、いま県産

材とか各地方、地方で地産地消という言葉があり

ますが、それにちゃんと県産のものを使って、ま

た産業をもう少し大きく育てようじゃないかとい

うことを、行政にもお願いするところでもあるし、

それがひいては職人の盛り上がりにもどんどん、

どんどん出てくるのではないかなと思います。技

術というのは、やはり難しいところに走ったり、

先ほど島崎さんのように梁を見せたり、柱を見せ

たりするということは、一つ一つの仕口、または

塗装ありましたよね、拭き漆とかそういう技術に

しても、又それを養生してもきれいだなと思うん

ですが、そういう技術が、あぁこういう仕事をし

たんだな、ああいう仕事をしたんだな、という誇

りが非常に持てれば職人として、一生涯のうちで

あんな仕事をしたよな、こういう仕事をしたよな、

というのが残る、それが非常に喜びであると思い

ます。

私共の仕事としても、安藤さんの雪の回廊とか

大きな国際交流ハウスを木造でかなり大きなのを

やったりとかして、あの時ああいう苦労をしたな

と、あれも苦労だったな、又三内丸山の縄文の掘

っ立て小屋を造った時も、あれも非常に最初、苦

労をしたっけな。何にも資料がないものですから、

八工大の高嶋先生といろいろ、丸太と丸太を結ぶ

藤の縄を作るのにも、どうやったらいいのか、い

ろいろ工夫しながらやったり。あれも職人がいた

と。職人ではなくて、むしろそれは縄を綯うんで

すから百姓なんですけれども、そういうふうな、

うちの親父も大工だったものですから、非常にそ

の辺はよく理解してくれていまして、大変助かっ

たなと思っております。

そういう具合で、職人は難しい仕事をあずけれ

ば、もしくは難しい仕事を皆さんの方で色んなの

を注文してもらえるような、昔は難しくなかった

のですが、最近は難しいと感じる。その昔ながら

の伝統のある構法何なりを、仕事に慣れれば業界

としてもそれなりに何となく残っていくのではな

いかなというところがあります。それは、我々業

界もやはり陳情と言えばなんですがお願いして、

そういうふうな方向に少しでも仕事を増やしてい

けるようになれれば、明日のためにもなるのかな

と。はたまた若い人達がこの業界に入って仕事を

楽しみに捉えるようになってくれればいいかなと

思っております。以上です。

北原　齋藤さんの会社は、二川目さんみたいな

若い例えば女性とか、お勤めになられてるんです

か。

齋藤　一番若いので26、27ぐらいだと思うんで

すが。うちの会社は工業高校の生徒が入ってきた

時は、最初監督で入ってくるんですが、大体２年

ぐらいは大工さんの見習いとか、そういうふうな

片付けとかですね、色んな事をさせて職人の気持

ちというのは、どんなもんなんだろうという経験

をさせます。そして２年ぐらいしてから、大体掃

除、片付けとか食事の手元をやれば、飽きてくる

もんですから、次の段階として選択、監督のコー

スで行くか、もしくは職人やりたいか。それで、

自分の性格としては大工さんをやりたいという人
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は大工さん、監督をやりたいという人は監督にい

くと。自分でそこで選択されるものですから、や

っぱり大工さんやりたいという人はそれなりにし

っかりやっていけると。

うちは建具屋さんもいるもんですから、建具の

方も若いうちから仕込んでやると、組み立て工じ

ゃなくて多能工を育てたい。そうするとやはり、

前にも言ったようにかなり長い70くらいまでは平

気で働きますから65の定年を過ぎても働くという

ことで、なかなか辞めないということもあるので

すが、若い人は若い人でまた入れていかなければ

いけないけれども、やはり絶対量が足らなくなっ

ている。組み立ての仕事だったら早いんですけれ

ども、やはりじっくり家を造るという仕事が、も

っと欲しいなと思うところでございます。

北原　はい、ありがとうございました。これは

齋藤さんの会社だけじゃなくて、県内の齋藤さん

のような建設の会社の場合には、若い人達が新入

社員として入ってくるペースというかスパンとい

うのは、大体今、どんな感じで入ってくるんです

か。

齋藤　最近はですね、若い人がほとんど入って

こないというよりも、予算が段々厳しくなってい

る折、即戦力を求めるようになりまして、今、大

工さんがあちこち倒産している状況なんですよ。

そういうことでもあるし、どうしても慣れている

大工さんに、応援してもらおうとかそういう状況

でございますが、ただ、うちの大工さんも年いっ

てから、辞めていかざるを得ない。70過ぎとかに

なれば、やっぱり補充するしかないもんですから、

その時には即戦力、もう少し仕事さえあれば若い

人を定期的にとっていける。だから島崎さんのよ

うな学校の人達のシステムというのは、本当にう

らやましいなと思っております。

北原　さっき、それで職人が育てられない環境

が1番問題だとおっしゃっていたんですね。

齋藤　職人を育てるには、仕事がないと出来ま

せん。

北原　余裕が出来ませんものね。島崎さんのと

ころというのは、若い方が島崎さんの工務店のほ

うに、今どれくらいいらっしゃるんですか。

島崎 現在、卒業生が10人くらいいます。ただ、

女性に限ってとりあえず結婚して子供できると１

回辞めるんですよね。それは、仕方ないかな。で

も１番最初におった子が、うちの職人と結婚して

子供が２人できて、手がかからんようになって、

再度就職しなおして、又家具作りをしております

けれど。すぐまたそういうところへ帰れるという

のも、手に職がしっかりついておる、技が技術が

あるというので、ただ、卒業すると、みんな入り

たいというのは困るんです。そうじゃない、俺が

教えた事をどこかで修業しろと。俺もいろんな事

をやって、最終的に自分でそういう仕事を求める

時は、自分でやるしかないだろう、それが１番楽

しいんだという気持ちで学生にはそういう話をし

ております。

北原　では、3人目ですけど、そういう学生とい

う今、言葉が出ましたけれど、学ぶ環境に今、携

わっていらっしゃって、学ぶ環境で色々と生徒さ

んを指導していらっしゃる、その人達がいわゆる

職能を持つ業界に出口として、うまく入っていっ

てもらえればいいわけですけれども、その環境に

今あって色々と苦労をなさっている越山先生のほ

うから、実際に今どんな感じでやっていらっしゃ

るのか、あるいはその後就職を希望する学生たち

がそういう環境にいけているのか、いろんなリア

ルなお話をお聞きしたいと思います。何か、今日

は学校の内容を紹介するＤＶＤも持っていらっし

ゃるということで、併せてでは、よろしくお願い

致します。

越山　先に学校紹介の、先般ですね、テレビで

放映した部分を皆さんに紹介してから始めたいと

思います。よろしくお願いします。

（ＤＶＤ流れる）

さあ、来年は就職という若い諸君！技術を身につ

けると大変有利です。そのためには職業能力開発

校がありますよ。県立職業能力開発校は、青森、

弘前、八戸、むつにあります。今日は弘前高等技
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術専門校に一

日入学して、

どんな事を学

べるか、そし

て本当に就職

に有利なのか

レポートしま

す。ここは、

自動車システ

ム工学科。ど

うですか、結

構にあってま

すよね。こちらの学科は中々の人気で競争率も高

いそうなんです。（レポーター）

「自動車全般の勉強と2級自動車整備士の養成を行

っております。皆さんやる気があって、非常にが

んばっています。」「私がこの学校を選んだ理由は、

まず私が高校生の時に、この学校の評判がすごく

よくて、国家資格の2級自動車整備士を取得でき

ること以外にも、就職に役立つ様々な資格がとれ

るということで、この学校を選びました。」

こちらは建築システム工学科。つまりは快適住宅

のアーティストなどを目指すわけですね。こんど

はどうですか。けっこうしっくりいってませんか。

（レポーター）

「１年生では3級建築大工技能士、２年生では2級

建築大工技能士取得を目指しています。技能五輪

全国大会青森県予選会の出場を目指しています。」

「子どもの時の建築関係の夢が、私の言う志望、

資料を見てとても興味のわくところだと思い、進

んできました。」

高卒以上の方を対象にした県立職業能力開発校

は弘前市のほかに青森と八戸にあり、訓練期間は

いずれも2年で、昨年の修了生の就職率は99.3％な

んです。また、むつ高等技術専門校は、中卒以上

が対象で、木造建築科があります。それでは職業

能力開発校の修了生、就職先では、どんな様子な

んでしょうか。職場に伺ってみましょう。（レポ

ーター）

「資格の勉強もいっぱいしたこともあって、ここ

に就職して、そして周りの人達の助けもありまし

て、とても為になったと思います。」（卒業生）

「2級の資格を持ってきていただいておりますの

で、仕事の方でも頑張っていただいております。」

（職場の人）

「学校では、本当の基礎を学んで、今は実際の現

場に出てみてそれに役立っています。夢ですか？

自分の家を設計して自分で建てたいです。」（卒業

生）

「やっぱり知識をある程度身につけてきています

ので、その辺現場ですぐ即戦力として、働いても

らえるんで、助かっております。」（職場の人）

職業能力開発校の評判はいいようですねぇ。来年

度の募集要項をお知らせしておきましょう。高卒

者等を対象にした願書受付は、推薦が9月1日から

で一般は10月１日からとなっております。詳しく

は希望する各職業能力開発校にお問い合わせ下さ

い。一日体験入学でしたが、ものづくりを学ぶと

いうのは楽しいものですね。進学の選択肢に県の

職業能力開発校を考えてみてはいかがですか。

（ＤＶＤ終わる）

今、紹介しましたように青森県が設置している

職業能力開発施設です。いずれにしても高卒2年

のコースと、皆さんのお手元にパンフレットが入

っていますけれども、主としてすまいづくりの職

人をつくるということで、青森、弘前、八戸、む

つ。むつについては中卒2年コースというふうな

ことになってますけれども、そこではどういうふ

うなことをやるかというと、齋藤さんの工務店さ

んの方に就職をさせるとか、そういうふうなこと

で位置づけをして、1年間については大工道具の

手入れ、作り方等を主として行う。更にはその大

工道具を使って、墨つけとか加工とか木造の住宅

を建てるためのそういうふうなことを日々練習し

ている。更には道具の中では一番面倒と言われま

すけども、カンナの整備の仕方、カンナの薄さを

削る競技大会を実施したりですね、学生に楽しみ

を与えながら日々訓練をしている。カンナの薄さ

越山成憲氏
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というのは、皆さんの髪の毛ありますけど、1000

分の80ミクロンから70ミクロンぐらいです。そう

すればカンナ屑の薄さと言えばどのくらいかと言

うと、それの３分の1位。20ミクロンとか、25ミ

クロンとかそういうふうなところまで、薄さを調

整しながら、もちろんただ手でするだけでなく、

カンナの台があるわけですけど、それの台のなお

しかたとか、そういうふうな建築大工の基本的な

事をずっとやってきている。

更には、一年生の後半になるんですが、技能五

輪の全国大会の青森県予選に参加させておりま

す。全員です。お蔭様で今の一年生は19名入って

いますけれども、19名全員、技能五輪の予選大会

に参加しています。この課題については、建築大

工の職人が３年ぐらい実務経験を積んだ方が受験

できるということで、非常にハードな部分です。

競技時間についても6時間、そして30分延長はあ

るんですが、6時間30分過ぎると打ち切りという

ことで採点の対象にならない。というふうなこと

で、とにかく時間に制約される競技に参加させて

います。もちろんその工程のなかには、図面を書

いたり、道具で材料を削ったりというふうなこと

を実施して、1年の時にそれをクリアするように

学生に指導をしている。2年の時にはそのクリア

した分をもって、2級技能検定の学科試験にチャ

レンジするということで、２年間の入っている間

に2級技能士の資格を取得させたいという事で、

カリキュラムを調整しながら実施している。

更には2年生の前半になるんですが、校外に出

て実際の建物、木造建築物ですが、大きな住宅と

かそういうとこまではいきませんが、物置とか車

庫その辺の程度、図面を書きながら材料拾いをし

て、更にみんなで墨つけをして校外実習というこ

とで、実習に取り組んでいるというふうなことで

す。そして2年生の後半になれば１級の課題にも

チャレンジさせるということで、２年間の基礎的

な部分を訓練している施設です。

私自身もですね、中学校終わって、訓練施設に

1年間入って、それから建築大工の見習いとして

働き、更には現場監督を介しながら、夜は勉強し

て今現在に至っているというふうなことです。そ

れで長いもので、35年間くらい今の仕事として携

わってきました。学生については550名位修了生。

550名全部建築大工をやっていればいいんですが、

途中で進路を変更している修了生もおります。た

だ、私は常に言っているんですが、せっかく２年

間または１年間、勉強した部分を無駄にしない仕

事についていただければと、とにかく建築の関連

の部分に、建築大工が面倒であれば、又それに関

わる、せっかく勉強した部分をいくらかでも生か

せる職場を見出して仕事をしていただければなと

いうふうな事で期待をしているところです。

それでうちのほうを実際に終了して、それぞれ

の工務店、建築会社で建築大工等で働いているわ

けですけれども、更に上の資格を取るために在職

者訓練というのも、うちのほうで無料で講座を開

設して夜に勉強していただく。これについては１

級技能士の課題とか、更には指導員試験とかそう

いう部分にチャレンジさせるというふうなこと

で、終了後も多少なりともフォローしながら実施

しているところです。何せ、うちのほうは2年間

と言う短い期間ですが、就職先については工務店

さんのほうにお願いするというふうなことです。

基本的なことをしっかり身につけて、後は工務店

さんのほうで、それぞれ自分の進む道、木造建築

をやりたいんであれば木造建築、プレハブであれ

ばプレハブというふうなことで、それを選択して

いただいて飯食えるように頑張っていただければ

なぁというふうな事で実施しているところです。

うちのほうは県の施設として、いろんな職場で

対応できる人をつくりたいというふうな事で考え

ております。色んな技術、技能あるわけですが、

それはほとんど基本的なことしか教えることでき

ませんが、やっぱり取り組む姿勢、それから職場

関係、特に仕事をしながらですね、掃除等きちっ

とできるような人というふうなことで考えている

ところです。先ほど話したように、今の1年生は

19名入っています。県内各地から来て、寮に入っ
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たりしています。その中で5名ほどは工務店経営

者の跡取り、更には大工さんの後継者というふう

な事で勉強しているところです。ビデオにも出て

ましたけれども女性の方も、入って訓練を受けて

いるという現状です。女性の人が工務店等で仕事

をする場合に、私は女性の方のほうが大工さんと

して続けていくんであれば有効かなというふうに

考えています。というのは、お客さんとの接する

場合に男性の方は家を建てる男性の人は、お金は

出すけれど口は出せない部分です。台所とかそう

いう部分はね。そういう部分に女性の大工さんが

いれば奥様とコミュニケーションよく対応できる

のではないかと、更には男性の職人では気づかな

い部分が、棚一つとってみても色々あると思いま

す。そういう部分も含めて、是非これからですね、

今現在女性の方も活躍している職場もいっぱいあ

りますけれども、さらにその部分が活躍できる職

場かなというふうな事で考えているところです。

それで一つだけ工務店さん等にお願いですが、

なかなか今、齋藤さんの方からも話があったよう

に、仕事がないということで、職人を育てられな

いというふうな環境です。そういうところに、う

ちのほうで学生を就職させるわけですけれども、

将来を見据えて是非使っていただければと。今、

職人の世界は高齢化が進んでいます。60歳前後の

人がですね、第一線で働いているという状況です

ので、そこに若い人を育てていただければという

ふうな事で、その辺をお願いしたいと考えている

ところです。よろしくお願い致します。以上です。

北原　はい、ありがとうございました。今の最

後のあたりの話ですけど、例えば去年とか卒業な

さった方で、今県内とか関係なくそういう建築に

関わる現場に就職される、出来る方というのは比

率的にはどうなんですか。

越山　就職される方ですか。うちのほうは無料

紹介業務という紹介業務を介しながら、１年ない

し１年半のうちのほうの職業訓練を受けている中

で、自分で進む道を自分で見出してもらう。とい

うのは、木造の方に行きたいのであれば木造の方

に、更にはツーバイフォーに行きたいのであれば

ツーバイフォーと。そして更には建築の世界の場

合は、建物自体がそこの工務店の看板をあげてい

ますので、行きたい工務店を選択して、そこにア

タックさせる。そして面接等を介して、お陰様で

先ほどの紹介では99点何パーセントというふうな

ことで、ほぼ100％に近いほど就職は可能になっ

ていると思います。

北原　はい、ありがとうございました。今、お

っしゃったように県内にも県の機関、それから先

ほど二川目さんが通われたような機関とか、若く

して学んでいける、そういった機関があるわけな

んですけれども　そういうふうなもので学んでい

った人達が、尚且つ現場でもう１ぺん学びながら

手に職をつけていくという、非常に長期的スパン

で考えなければいけない。ただし、現場としては

こういう時代ですから、即戦力が欲しいという状

況の中で、頭では分かっていても中々若い人達と

一緒に現場を作っていくという機会が、やりにく

い状況になってきたというのが、１番の問題かと

いう気がします。

ちょっとこのあたりで、島崎さんの方からは家

を造っていく本当のプロセス全部がみられて、と

ても楽しかったのですけど、実は聞きたいと思っ

てた一つに、島崎さん自身が関わっていらっしゃ

る、さっきから少しご紹介している「職藝学院」

という学びの場所があるんですが、さっき僕、実

はこのパンフレットをちょっといただいたんです

が、このタイトルといいますかね、表紙のところ

にこんな文章をかいているんですよね。『職藝と

は伝統によって培われてきた職人の技を意味する

職と、用の美と、その芸術性を追求する職人の心

を意味する藝とを結んで生まれた新しい用語で

す。職藝学院はこの言葉を建学の理念に掲げて、

日本の伝統芸術を継承していくと共に、21世紀に

ふさわしい建物づくり、環境づくりに携わる新し

い専門家の育成を目指しています。』タイトルは

富山インターナショナルカレッジオブクラフツア

ンドアーツと、まさに工芸とですね。という形で
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職藝なんでしょうけど。そもそもこういうふうな

もの、確かに県が様々な訓練の学校とか、持って

いるというのは分かるんですけど、こういうシス

テムをしっかり唱えた大学ではないんでしょうけ

ど、こういうものというのはないんでね、そもそ

もこういうふうなものを富山で、そしてそれに島

崎さんが関わりになるようになった経緯とか含め

て、お話を聞きたいんですがいかがでしょう。

島崎 うちの学校は創立13年目なんですよね。

それでその10年さかのぼってスタートというか、

要するに職人がいなくなってきたと。このあと大

変なことになるんじゃないかなと。だからそれを

考え出したのが、富山に設計士40人くらい使って

おる三四五設計といって稲葉實と言いますが、そ

の人から私の5歳位年上なんですが、一杯飲みな

がらそういう将来の話を始めたのがきっかけとい

いますか、その時点で私は個人的には、弟子は何

人ずつかとって育ててはおったんです。それぐら

いじゃとてもじゃない、もっと大きいスタイルで

なんか出来んかなという、その話し合いが10年間

あったわけですね。あったことはあったんですが、

それは一杯飲みながらのスタートだったので、そ

んな事できるかなと。とりあえず必要は必要だと

いうので、話し合いをして、まさか本当に実現す

るとは思っとらんかったんです。実現するように

なったら、逃げるわけにはいかないので、わかっ

た。よし、ならやろうと。各企業さんに寄付金を

募って出来た学校なんですよ。だから一つこうい

う学校を作るということを目標立ててやった以上

は、途中で今はこんな時代じゃないからとまぎえ

るわけにもいかないし、いまの例えば先ほど造っ

ているのを見せたように、就職して就職先の親方

が何を言うかというと「お前、クギ１本打てんが

かな」と。考えてみたらクギ打たしたことないん

ですよ。（笑）木を組むことばかりやっているか

ら、クギ１本打てんと。「あっ、そうか、だけど

そういう事をしている暇もねぇしな」と。ちょっ

と偏った形では来ておるんですけど、これからも

それを曲げるつもりもないし、とりあえず、そう

いう形でスタ

ートして13

年目の更に

10年前にス

タートしたと

いうか、10

年間の期間を

色々とディス

カッションし

ながら、今の

形になったと

いうか。

北原　この機関は全くの民間機関で、その場合

の資本金というかお金はいくつかの企業から、そ

れはやっぱりアレですか、業界理由とその出口に

関係するような、建設とか空間に関わる方々の企

業なんですか。

島崎 そういったのが多いことは多いですが、全

てがそうではない。意気に感じて出してやろうと

いう、ね。

北原　そういうのがないと、気持ちだけはあっ

てもできないということですよね。

島崎 逆に、その10年かかったいうのも、そう

いうことがネックで10年もかかったということに

もなるんです。

北原　そういうところというのは、お金を支援

するというようなやり方もあるでしょうし、例え

ばそこで育てた人達を積極的に、とりあえずイン

ターンというような形でもいいから「是非うちの

現場で育ててみようじゃないか」というみたいな

言い方で、そういう連携をしてくださる支援もあ

ると思うんですけど、そういうのはどうですか。

島崎 それももちろん、学生が２年間の間に実際

にその会社、ハウスメーカーなりへ修行に出すん

ですよ。そこで実際の実社会を見てこいという期

間が今度11月にあるんですけど。そういう時には

徹底してそいうところでしごいてくださいと、お

願いしますということで、協力してもらっとると

いう。

島崎英雄氏
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北原　越山さんの学校では、さっきの２年間の

カリキュラムの中で、生徒さんたちがいわゆるこ

ちらの地域の現場のところなんかに実習という

か、そういうプログラムというのは用意されてい

るんですか。

越山 はい。どうしてもですね、工務店とかどう

いうふうにして動いているかということも含め

て、１年の時に少ないんですが１週間ほど体験さ

せております。もう既に終わってあります。

北原　もう一つだけお聞きしようと思ったんで

すけど。どういう人が入ってくるかと。さっきち

ょっと打ち合わせがてらしゃべってる時に、僕ら

がイメージしていると思えないような方も生徒に

なっているという話も聞いたものですから、いっ

たいこういう学校にどんな人がね、どんな目的を

持って来るのかというのがすごく気になったので

すが。

島崎 今、ちょっと変わった人というと、イギリ

スの家具職人が日本の建具を勉強をしたいという

ので、学生として入って頑張っております。そう

いう人は、過去に２人、今が３人目なのかな。現

役の中学校の校長先生が１人、学校をあと３年ほ

ど残して辞めて、「もう３年ぐらいどうして頑張

らんがだい」と言ったら、「いや、もう３年やる

と年が行き過ぎて、ちょっと習うには遅いと思う」

「だって今だって一緒だよ」（笑）一緒だよと言う

けれども、本人は深刻で、１番最初の校長先生を

面接した時には私と一緒だったんです、年が。だ

から「私はもう辞めようと思っとるんだ、この年

になって。今からやるってどういうことなんや」

「いや、私はその子どもの時から教師になろうと

思っとらんかったんや。絶対大工になりたかった

んだ。それを絶対貫いていきたいんだ」と。最初

は私が面接したんではない。２回目の時に私に、

私は事務局の方に断れと。そんな年いったのに私

は教えれん、というので、断れと言ったら事務局

は「棟梁から断ってください」と「わかったよ」

と。来られた時には「もう辞表出してきましたよ。

僕もう行くところがないんですよ」というわけで

「えーっ」。で、とりあえず学校には迷惑はかけな

い、就職を世話してくれとかそういうことは一切

言いませんということで、無事２年間卒業して、

卒業する間際に一番最初に就職を決めたのがその

先生だったの、工務店に。その工務店の棟梁がす

ごい年で70超えとったんじゃないかな。「わーい

がったな、そこにいったら若いんだ」と言って。

山形からきておられます。もう１人、女性で50位

の学校の先生なんですけど、その人も今、1年生

で頑張っています。家具を作る仕事をしたいんだ

と。そこも子どもがもう大人になったから手がか

からない。だから今度私の好きなことをやりたい

んだと言って、入って頑張っております。だから

色んなパターン、１級建築士もおれば、建築科の

大学院を出たのもおれば、さまざまです。

北原　最初考えていらっしゃる時には、そうい

う方々が受けてくるとは、あまり想定していなか

ったですか。

島崎 絶対それはあり得んことだと思っていた。

北原　逆に言うとそういう職人というか、そう

いう職みたいなものを是非学びたいという気持ち

は、学生であるとかまだ若いとかいうことではな

くて、幾つになっても学んでとにかく手につけた

いみたいなことって、ずっとあるということです

よね。

島崎 気持ちはね。気持ちは多分そうなんだろう

と思う。でも若いにこしたことはない。（笑）

北原　そうですか。分かりました。ありがとう

ございました。一通りお話を聞いてそして今その

「職藝学院」という、もともとの名前は国際職藝



│33│

学院ですかね、名前でやられて、今やっていらっ

しゃるという事についてもお聞きしましたけれど

も、さっきからずっとお聞きした中でやっぱり気

になっているのが、これは齋藤さんが最初におっ

しゃった言葉かもしれません。今日のこのフォー

ラムのタイトル「すまい職人きらりアップ」職人

の魅力みたいなものをもっと感じたいと。そして

若い人達に次の時代に続けていくような職人とい

うふうなものの技を継承しながら、地域に関わっ

てもらいたいという気持ちがあるんですけど、そ

ういう職人を育てる環境に、今あるかどうかとい

うあたりが、非常にシビアな話だというのが、さ

っき齋藤さんからもありました。余裕があればも

ちろん、例えばさっきのお話じゃないですけど、

富山でも一般の企業がお金を出し合って、そうい

う教育機関を作ろうとか、みんなでどんどん、ど

んどん使ってあげようみたいなことになっていけ

れば、それにこしたことはないんです。さりとて、

しっかり力を持った人を雇わないと、なかなか仕

事がうまくいかないという状況の時に、そういう

ふうにどんどんやっていくと、若い人たちが中々

行く機会がなくなるというんで、益々どんどんや

りにくくなっていくという状況なんですよね。

これは、今ここでぱっと、この3人、4人でしゃ

べってて、答えがでると思えませんので、ただ、

やっぱり今日、後半の話でですね、「すまい職人

きらりアップフォーラム」としてはですね、どう

やって、つまりどこら辺を何とか頑張ってでもい

いから、職人さん達が一つの職能として、若い人

達が選択したり、あるいは地域の中で仕事を持続

していけるような環境を作っていくべきなのかと

いうことについて、少しお話をしていかなければ

いけないと思ってます。いい答えが出てくるとは

思いませんが、でもどこがどういう努力をしなけ

ればいけないのかみたいな話とかを考えていきた

いと思うのですけども、ちょっとその前にお聞き

したいのは、例えば齋藤さんの会社なんかで、若

い人達がはいってきてくれる、でも多分高校ぐら

いまでの時に、そんなにいっぱい能力を蓄えてき

ているわけではなくて、やっぱり現場に入って初

めて、ほとんど新人みたいな力でくる。でもその

方々に教えるとか、指導するという場合は、やは

りそれは自分たちのこの先輩達が、現場でどんど

ん教え込んでいくというスタイルをとられるしか

ないんでしょうか。あるいは、どっかそういう学

びの機関みたいなものとかがあったほうが楽なん

ですかね。

齋藤　うちの場合の事なんですが、高校３年生

終わる当時は、昔の人達から見るとまだちょっと

大人になっていない方が、大学生でもそうなんで

すけども、ちょっとまだ大人になってない状態で、

遊び半分の状態で、はたち過ぎてもまだすねかじ

りという感じでおるわけなんです。ただ、仕事に

入ると職人の卵でありながら、給料をもらうわけ

ですから、食べていかなければいけない、そこで。

そうなると、責任感というのを持ってほしいわけ

ですよね。ただ、責任を持て、持てと言ったって、

どうすればいいのか誰もわからないわけですよ。

とりあえず職人の棟梁につけて、まずマナーとか

挨拶とか、毎日うちでも朝の朝礼はやっているわ

けなんですけども、礼に始まりですよ、とにかく。

そして片付けとかお客さんへの挨拶の仕方、やは

りそれもマナー。職人に対しても、そこに礼があ

りマナーがあり、マナーから全部始まらないと全

然ないと。学校では、マナーは教えておるんでし

ょうけれども。

北原　やっぱり大工さんの棟梁とかの脇でずっ

と生活をしながら、見ながらマナーというか、そ

の部分から入っていってという事を現場ではあり

たいというお話です。そういうマナー教育みたい

なというのは、如何なもんですか。越山さんのほ

うでは。

越山 機会がある度に、情報カフェを介しながら

とかセミナーを実施したり、さらにうちのほうで

は、実習するのは、とにかく綺麗にする。徹底し

て掃除をするというふうなことで考えておりま

す。自分達で使う作業する環境の部分を特に念入

りに掃除していく。自分で散らかした部分につい
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ては自ら片付けていかないと、やっぱりリフォー

ムとかそういう場合の部分については、お客さん

が仕事をしている中に入っていくという仕事で

す。その辺を十分鍛えているつもりですが、なか

なか浸透しないという部分もありますけど。

北原　あの二川目さんにちょっとおききしたい

んですけどね。あなたは全くゼロから現場に入ら

れて、現場で優しく先輩達に色々と教えていただ

きながら、現場で様々学びましたよね。と同時に

２年間能力開発のほうで、学びましたよね。学び

の場所としては、働きながら２ヶ所持っていたわ

けですけれども、それぞれにちょっと意味が違う

ような気もするんですけど、今思い出されてそれ

ぞれの学びとして、あそこではこういうふうな事

をやっぱり学んでよかったみたいなね、違いはあ

りますか。現場の世界ともう一つ、1週間に2回通

っていた学校、だからこそ味わえた事みたいなの

を少しお聞きできたらと思うんですけども。

二川目 訓練校では、他のペンキ屋さん、会社

も一緒にやっていたんですね。その時に他の会社

ではこうやっているよとか。いろんな情報交換が

できたんですよ。その面でも、色んなアドバイス

ももらったりして、職場ではマナーも挨拶から掃

除から技術からも、全部仕事では学びましたね。

北原　つまり訓練校の中に行くと、同じような

ところで学んでいるような世代の、他の職場にい

るような人達と横のネットワークが出来るという

のがおもしろかっですか、そういうのが。

二川目 おもしろかったです。ただ、大工さん

もうちらみたいなのもそうなんですけれども、全

然若い人がいなくて事業が成り立たない状態にな

っているんですよね。塗装がそうなんですけども、

そうするとやっぱり交流持てなくて、やっぱり楽

しみもそうですし……。

北原　行っても生徒が少なくて……。

二川目 そうです。

北原　あなたが行ってらっしゃる頃って同じ様

な仲間、塗装の学ぶ時っていうのは、いわゆる同

級生として一緒に学ぶ人はどれくらいいたんです

か。

二川目 ５人で、やっぱり授業が出来るという

のですから、

北原　最小単位みたいなのが……。

二川目 そうです。その時にたまたま運よく５、

６人いたので、その時には一緒に活動できたんで

すけれども、私の１級下から１人、２人しかいな

くなって、それで授業が受けられない状態になっ

てしまったんですね。それなので、一緒に何かを

するという楽しみも半分なくなったりしたんじゃ

ないかなと思いました。

北原　そういう事を学びたいと思っている人が

少なくなっているということなのか、それともい

るんだけどもなかなか職場の方でそういうふうに

余裕がなくてね、「行ってきなさい」みたいにし

て言うほどの今、環境にないのかという、どっち

かという話なんですけど。この辺はどう思いま

す？下の人達を見ていて。別に急にそんな勉強し

たくないとかいうわけではないと思うんですけど

ね。

二川目 何事も就職して仕事して、勉強もやっ

ぱりあるので、やっぱり行ったほうがいいと思い

ます。

北原　今考えるともうとっくの前に終わったこ

とだから、どんなに苦労しても全部笑い話になっ

ちゃうかもしれませんけど、やっぱり働いていて、

尚且つそっちの学校に行って、学校に行ったら行

ったで何か課題を仕上げたり、宿題はないのかな。

何かそういうのあるでしょうから、仕事との両立

みたいなのは結構大変だと思うんですよ。そんな

苦労はなかったですか。

二川目 なかったです。やっぱり仲間がいたん

で、アドバイスし合ったり、笑って過ごせたりも

結構しました。

北原　なる程ね。島崎さんの学校って、今彼女

みたいにどっかの現場で見習いに入っていて、こ

ちらはこちらでという二束のわらじみたいな感じ

の人も結構いるんですか。

島崎 いや、それはカリキュラムの中で２週間な
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りお願いすると。いろんな常識的なことの勉強と

かいうのは、うちの学校は“あじみそ”というの

を作っている。“あじみそ
．．．．

”あいさつ、時間を守

る、身だしなみ、掃除。それだけを毎週必ずチェ

ックして、担当を決めてやるというのをやってい

ます。掃除は出来ない、それはそうなのかもしれ

ない。それは自分もその時分どうであったかわか

らないけども。そういったことから、まず挨拶が

出来るようにする。ルールはしっかり守れと、そ

の辺は厳しくやっています。

北原　ありがとうございました。ま、そういう

今の“あじみそ”じゃないですけど、そういう気

持とかマナーの部分というのは、しっかり教えて

いくという話と同時に職人さん達がしっかりと若

い人達に技能を継承していけるような社会を作ら

なければいけないということから言うと、今まで

は現場でできたという話を今回、富山のほうにあ

るような学院とか、あるいは実際に越山先生が勤

めていらっしゃるような所、他にもいくつかそう

いう機関が違いますけれど、職業とか職能とかい

う名前がついた教育機関が今わりとあるんですけ

ども、なかなかそういう存在というものが世の中

に知られていない部分とかがあって、そういうと

ころから出てきた人達にどんどん、今回の二川目

さんのように新聞に出たりするとですね、若い人

なんかもそういう塗装の技術で、２級とか１級と

かあるんだみたいな、それだけでも十分広がって

くると思うんですけど。

最後にちょっと一言ずついただきたいんですけ

ど、印象でいいんです。今日のタイトルすまい職

人の現状と課題、すまい職人が輝くためにという、

こういうことに対して、今、最後に改めてさっき

までおっしゃっている話の延長で結構なんですけ

ど、すまい職人が輝くためにと言われた時に、こ

ういうふうなという形の一言最後に、ここにいら

っしゃる方々に、業者の方もいらっしゃいますし、

あるいは建設業に関わる方もいらっしゃいます

し、そういう方々に対し誰に対してかはともかく

としまして、輝くためにどんなふうな事を今日ど

うしても言いたいんだというふうなことを一言ず

つですね、今日のパネルディスカッションは終わ

りにしていきたいと思うんですけど。

言葉としては「すまい職人が輝くために」とい

う言い方をするのは楽なんですけども、そのため

に今本当に、少しすぐに効果が出なくても、やっ

ておかなければいけない事はないんだろうか。あ

るいは無理だと分かっていても、そっちの方向を

みんなで見ていかないとダメなんじゃないかみた

いな事についての危惧でも結構です。一言ずつお

話をいただいて、島崎さんからもサゼッションを

いただければと思います。ここでいきなり二川目

さんと言うとかわいそうなので、順番は越山先生

からということでよろしくお願いします。

越山 すまいに関わるといえば、鳥の世界でいえ

ば巣を作るというふうな事で置き換えられるかと

思います。地域にあるものを活用しながら、そう

いうふうに鳥でも巣を作って自分の環境を整備し

ながら生活していくという事ですから、それを人

に置き換えればいいというだけの事かと思いま

す。だから、そういうすみかを提供する人、それ

になるためには、そういう職人になるためには、

やっぱり１日という場合にもいかないし、日々少

し長い修行といえばあれですけども経験が必要か

なというふうな事で考えています。だから、その

為にも基本的なことをきちんと勉強して、それで

更にその上に自分で何をすればいいのか、その辺

を肉付けをして更にはそれに関わる色んな資格が

付与されています。その資格を取りながら、やっ

ぱり自分を資格でアピールしていかないと世の中

では認められないかなと思っておりますので、そ

の辺でいくらかでもうちのほうでアドバイスでき

ればなと思っています。だから自分の好きな分野

を、建築大工であれば大工の好きな分野をひとつ

でもいいから、自分の得意な部分を早く見出して、

そこを日々勉強していただければなと思います。

また青森県では、昔から非常に立派な大工さん

が生まれています。弘前では西洋建築をやってき

た堀江佐吉さんとか、青森市においては宮大工の
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んにも仕事がいきわたり、その大工さんだけでな

くて、色んな左官屋さんなり木建、建具屋さん、

それから製材所の方にも青森県のヒバとか杉とか

いっぱいあるわけですから、それを大いに利用で

きるような環境づくりをお願いできれば、やはり

職人が生きていける。生きていけるという事はみ

んな長続きするわけですよね。これが産業として

も残る方法だろうとは思うんですが、常に競争、

競争でばっかり言っていてもしょうがない。職人

は技を磨けばそれが生きる糧にもなるのではない

かと思っております。そんなところでございます。

北原　はい、ありがとうございました。では二

川目さんからの感想で結構です。お願いします。

二川目 私は経営する側とかそういう難しい事

はちょっとわからないんですけれども、学生さん

とか後輩達には、学生さんとかは文化祭や体育祭

で、みんなで一つのものをつくり上げるじゃない

ですか。その時に、終わった時に、すごい感動が

あると思うんですね。私もそうでした。それと同

じで、一つの建物をみんなで造るというのはすご

いことだと思うので、そういう達成感もすごいあ

りますし、その時にお客様に喜ばれた時もすごい

自分自身もうれしくなるんですね。そういうやっ

ぱり気持ちも大事にしてほしいなと思っていま

す。

北原　はい、ありがとうございました。では島

崎さんのほうから少しコメントいただきたいと思

うのですが、よろしくお願いします。

島崎 私が学生にいつも言っとるのは、今やっと

る事は、数千年の歴史があるんだと。これは大変

なことなんだと。それを努力して受け継いでつな

いでいくという大変な役目がある。プロ野球の選

手とかなら、間に合う人がいてプロになるんだろ

うと思うんだけど、みんなはここで、この仕事で

食べていくんだと。全部それで確実にプロになら

んにゃダメなんだと。だから努力は自分のためだ

から、絶対努力せ！と。それだけの値のあること

をやっとると。数千年の歴史があるというのは、

本当にすばらしいことだと思うんです。本当に日

大室勝四郎さん、青龍寺の五重塔を造っている立

派な宮大工でもう亡くなりました。更には県南の

ほうでいえば、職業能力開発施設のほうで一生懸

命頑張っていただいた田子町の大工さんの佐藤正

さん、この方については技能五輪の全国大会で青

森県から建築大工部門で３人もの日本一を出して

いただいた方です。残念ながらもう死亡されてい

る方ですけども。そういうふうにして青森県でも

立派な大工さん、また育成してきている人もいっ

ぱいいるわけですので、そこで教わった人も多数

いるかと思います。そういう人も含めてこういう

木造建築とかそういうふうな技能技術の世界は継

承していかないと廃れてしまうかなというふうに

考えていますので、その辺もよろしくお願いした

いと思います。以上です。

北原　はい、ありがとうございました。では齋

藤さんからよろしくお願いします。

齋藤　皆さん、全国各地にどっか観光に行こう

かなというと、大抵神社仏閣とかもしくは昔の宿

場町とか、とにかく古い所に行くとなんかさっぱ

りする、ホッとする、そういうところがあります

よね。温泉に行っても古い所に行けばなんとなく

さっぱりすると。ほとんど木造、日本は木造建築

が多いものですから、そういう昔からの流行り廃

りのないものが非常に好まれるだろうと思ってい

ます。そういう意味では、神社仏閣は、大工さん

は別な種類と考えてもいいかなと思っているんで

すが。私たちは民家をやって続けていかなければ

いけないと思っております。これは農家でも同じ

です。

やはり在来もしくは伝統構法をなんとか金物を

まるっきりゼロというわけにはいかないでしょう

けれども、出来るだけ金物がなくても、もしくは

若干あってもなんとかやっていけるようなものが

あれば、色んな味が出たり、価値観が非常に長持

ち、価値観がずーと長持ちするのがいい家だなと、

洋風な家は洋風の家としての価値観もあるんでし

ょうけども、是非そういうものを官の側でも色ん

な仕事を通じて、仕事を出してもらえれば大工さ



本の文化だと思うんです。こういったのは、どう

いうふうにかして残していく。残していくために

は何を努力するか。

つい最近、日本でも伝統構法を守る会というの

が、あちこちで出来てきたんですよね。今、色ん

な基準法でなんか大変難しいところへ来ておる

と。それで私にも入ってくれというので、とりあ

えず来て、講演してくれと。なんで講演するかい

うと、東京で本当にそういうものを建てたんだと、

ということは、私らもすごくそういう入ってもら

うことで、みんなの自信になるんだと。できるん

だと言うその熱い気持ちを聞いたもんだから、わ

かったいうて、一応それに入ったんですけど。と

りあえず若い人達は努力して何かで食べていかん

ならんことは間違いないので、そこをどこで見つ

けるか。やはりプロになると言ってでも、プロ野

球のプロとは違う。本当の職人、それで飯を食べ

れる職人を目指すんだと。「これ出来んかったで

辞めるわ」じゃダメなんで、努力すれば誰でも出

来るんです。だからそれは学生にいつも言ってい

ます。そんなところです。

北原　ありがとうございました。本当に今、最

後におっしゃった話というのが、ある意味でその

事にすがりながら僕らは先を見ていかなければい

けないようなお言葉だと思いましたけれども、最

後に私のほうで今日の皆さんのお話と島崎さんの

コメント等を含めて感じた事をお話したいと思う

んですが。そもそも今日のこのフォーラムなんで

すが、最初のお話しで部長さんの方からありまし

たように、青森県にある事業で「すまい環境きら

りアップ事業」と、職人ではなくすまい環境きら

りアップ事業と。ご存知のように今の時代は新し

い建物を造っていく時代から、造った建物をこれ

をカタカナでストックと我々は今対応しますけ

ど、ストックをいかにしてリフォームとかしなが

ら、次の時代に残していくか、つなげていくか。

ストックを育てるという言い方が一番いいのかも

しれません。残していくという言い方をするとジ

リ貧なので、むしろストックそのものを育ててい

かなければいけない。ストックを育てていくとい

う場合には、新しい技術も勉強しなければいけな

いし、今島崎さんのお言葉にあった、数千年の歴

史を培ってきたものをしっかり学びつつ、新しい

時代に合わせるように色々と変えていく事もしな

ければいけないし、そういう能力は前のものを学

びながら、直しつついいものを造っていこうと。

それがストックの時代の一番大事なところで、私

たちはストックの時代というと、新しいものを造

るお金がなくなったから古いものを使えばいいん

だみたいな言い方がありますけど、とんでもない

と。古いものを使っていくストックの時代だから

こそ、技術革新も非常に大事でそしてたとえば二

川目さんみたいに若い人達が、技術をしっかり学

んでその新しい場面に関わってもらうことが必要

なんだと思います。そういうことで実はこのフォ

ーラムでは、リフォームや新しい建物を造りなが

らストックを上手く生かして育てていくような時

代の時に必要なのは、古いストックをしっかりと

学んできた年をとった職人の方々、ベテランの

方々と新しくそこに加わっていくような若い方々

とがうまくつながる事によって、ストックを前向

きに使っていくようなリフォームができる、それ

がきらり光っていくという、そういう意味からす

まい職人きらりアップと。ただ単に古い職人の

方々の技を学ぼうとかいう話だけじゃなく、その

方々と新しい方々の意欲みたいなので、ストック

が育てられていくという時代をつくっていかなけ

ればいけない。そういう環境を作んなきゃいけな

いという話だと思うんです。

職人を育てられる環境をいかにして作っていく

かというのが、今日齋藤さんからのお話で、当初

職人が育たない環境なんだという問題提起があり

ました。職人を育てられる環境をしっかりと、外

堀をつくっていかないと前向きなストックの時代

には出来ないだろうと思うんです。県のその雑誌

でアレグロというのがありますが、アレグロとい

うよりはやっぱりこのリフォームやストックの時

代にはこれからはアグレッシブに攻めていく時代
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じゃないといけないような気もします。そのため

にも若い人達も一緒に考えていきましょうという

世界を作っていくための職人きらりアップという

のを、今日お聞きしていて思いました。なにしろ

今日のタイトルはすまい職人が輝くためにと言う

んで、最後になりましたが、正しいかどうか別と

して、今日の皆さんの４人の方から出た言葉を使

って僕が感じた職人の７つの魅力をお話して終わ

りたいと思います。

１つ目の魅力はこれは島崎さんがさっき二川目

さんにコメントを挟む時に言ったセリフをちょっ

と書いたものです。職人さんの技術は、人に取ら

れたって減るもんじゃない、どんどん増えていく

もんだと。学べば学んで誰にも取られるもんじゃ

ない。そういう魅力を言い切るような職種がある

かという話の時の１の魅力です。

２つ目。職人さんは学んで努力して、悩んで技

術が上がっていけば楽しくなっていく。これもさ

っき島崎さんおっしゃったし、二川目さんも言っ

たような気がします。

３つ目。これはどなたがおっしゃったか、今ち

ょっと忘れました。職人さんは難しい仕事を注文

して欲しい、さっき齋藤さんがおっしゃたのかな。

注文すればちゃんと答えを出してくれる人たちな

んです。そういう魅力ある職種なんですね。それ

が段々なくなってきているので、張り合いがなく

なってきている。難しい仕事を注文すればちゃん

と答えを出してくれる職種である。

４番目。職人さんは様々な世代の人で成り立っ

ていますから、若い人の悩みをちゃんと聞いてく

れる先輩がいる。これは今日、僕が一番印象的だ

ったのは、二川目さんがいくら職場の人が来てい

らっしゃるとは言え、やっぱりそれに育てられた

ということを楽しくしゃべっていらっしゃるの

は、僕はとても嬉しく聞いていました。

5番目。これも二川目さんの言葉です。職人さ

んは、苦労したり悩んだりする事が、その関わっ

た仕事が完成した時に達成感に変わっていく。そ

うするとその時に関わった人に会いたくなってく

る。そういう事を言える職種って、今、世の中の

キャリアの中でどれくらいあるんだろうかと思っ

た時に、それは必ず魅力だと思います。

6番目。57歳の校長先生が突然、仕事を辞めて

入ってきたという話を聞きました。私の知り合い

でも40過ぎてからこういう学校に入りなおした人

もいます。職人は年をとってもなりたい職種なん

ですね。無理だって言われましたけれども。体力

がないと、若くないとダメだと言われましたけど

も。そういう職業なんだというものを言えるもの

ってあるからということを、我々はちゃんと、職

人さん達は自負されていいかと思います。

最後は、これは最後の島崎さんの言葉にありま

した。職人さんは“あじみそ”に強いと。という

ことで、挨拶、時間、身だしなみ、掃除ですか、

今日はいい言葉を聞きまして、今日は僕の研究室

の学生が13人ほど、下から何行目かの列にズラー

と軍団のように並んでいますけれども、彼らは

“あじみそ”に結構強い人達なんで、“あじみそ”

という言葉を、これは別に職人さんだけじゃない

んでしょうけど、我々の基本ですけどね。挨拶と

時間と身だしなみと掃除って。これは　別にマナ

ーに強くなってくれという意味でなくて、こうい

うところから始まって、しっかりと学んでいくそ

の一番最初の雰囲気を見る時に、それを評価して

くれる人達はその“あじみそ”で見ているんだよ、

というセリフだと思います。

職人さん達は、そういう形で今僕はたまたま七

つ、もっといっぱいあるんでしょうけど、時間も

ありましたので七つにしましたが、こういうふう

な魅力を持った職種として、そして職人さんたち

がうまくストックを能力として次の時代に続けて

つなげていっていただかないと、実はリフォーム

なんでいう事はできないんという事なんだと思い

ます。今日のすまい職人の育成、青森県住宅リフ

ォーム推進協議会というところの封筒なんかいた

だいて、この事業を進めているわけですけれど、

職人さん達をというものが次の世代につながって

いくための一つの環境づくりみたいなことをして
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いくために、今日、皆さんのお話を聞いて、ある

程度皆さんが共通の理解を持てたと思います。な

にしろ一１番今日の収穫は、この中で１番若い二

川目さんが「こういう仕事をしていて、そして達

成感を味わって仕事ができるんです」とおっしゃ

ってくれる事が、１番僕らにとってはうれしいコ

メントでして、そしてもう一つはこの中では１番

高齢の島崎さんがパワーポイントを自分で操作し

ながらしゃべるということ事態が、だいたい年を

とった方は次お願いしますと言ってクリックして

もらうんですけれども、彼は今日自分でやられる。

そしてまさにストックを掲げる島崎さんが、新し

い技術とかそういうものに対しても、しっかり貪

欲にやっていかれるのをすぐ目の前で見れたこと

も、我々にとってはとても収穫でした。

今日は色んな方々が集まっていただいて、高校

生ぐらいの方から年配の方まで来ていただきまし

た。色んな立場でもあったと思いますが、ただす

まいの職人のフォーラムという事だけではなく

て、我々が将来に向かって自分のライフスタイル

なりステージの中で、どんなふうに学んで、どん

なふうに自分を自己実現したいかみたいな事につ

いて、いくつかヒントがあったような気がします。

そろそろ時間になりました。最後になりますけれ

ど、今日、とにかく富山から来ていただきまして、

そして１時間半近くとても興味あるお話をしてい

ただきました。又あの二川目さん、齋藤さん、越

山さんにはそれぞれのお立場で、本当に現実的な

話とか、そして時には嬉しくなるようなお話をい

ただきました。最後に３人のパネリストの方、そ

して何よりも最後にコメンテーターも務めていた

だきました島崎さんに感謝の拍手でこのフォーラ

ムを終わりにさせていただきたいと思います。ど

うもありがとうございました。

司会 パネルディスカッションご参加の皆様あり

がとうございました。お疲れ様でございました。

もう一度大きな拍手をお願い致します。ありがと

うございました。これをもちましてフォーラムを

終了させていただきます。皆様、本日はご来場い

ただきまして本当にありがとうございました。又

関連イベントといたしまして、11月８日と９日の

土・日でございますが、青森産業会館におきまし

て、すまいアップフェアが行われます。どうぞ皆

様、ご来場いただきますようお願い申し上げます。

本日はありがとうございました。
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